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令
和
２
年
第
１
回
愛
別
町
議
会

定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
所
信
を
申
し
上

げ
、
町
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
第
10
次
愛
別
町
振
興

計
画
の
最
終
年
で
あ
り「
ふ
れ
愛

と
、
活
力
豊
か
な
、
夢
の
あ
る
愛

別（
ま
ち
）
づ
く
り
」
を
目
指
し

て
多
く
の
課
題
に
対
し
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
み
、
概
ね
達

成
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

国
の
経
済
は
、
雇
用
・
所
得
環

境
の
改
善
に
よ
り
、
内
需
を
中
心

に
緩
や
か
な
回
復
が
続
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
政
府
と

し
て
は
、
引
き
続
き「
経
済
再
生

な
く
し
て
財
政
健
全
化
な
し
」
を

基
本
と
し
て
、
潜
在
成
長
率
を
高

め
る
た
め
、「
人
づ
く
り
革
命
」

と「
働
き
方
改
革
」
に
最
優
先
で

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

愛
別
町
に
お
い
て
も
、「
子
ど

も
の
笑
顔
か
が
や
く
恵
み
の
大
地

あ
い
べ
つ
」
を
創
り
上
げ
る
環
境

を
整
え
る
た
め
、「
第
11
次
愛
別

町
振
興
計
画
」（
令
和
２
年
度
〜

令
和
11
年
度
）
及
び「
愛
別
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」（
令
和
２
年
度
〜
令
和
６
年

度
）
を
着
実
に
実
行
し
、
子
育
て

や
学
習
環
境
の
充
実
、
産
業
振
興

と
定
住
促
進
、
生
活
環
境
の
整
備

や
保
健
福
祉
の
充
実
な
ど
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

酸
行
政
の
推
進　
　
　
　
　
　
　

　

今
年
度
は
、「
第
11
次
愛
別
町

振
興
計
画
」
の
始
ま
り
の
年
で
も

あ
り
、「
第
10
次
愛
別
町
振
興
計

画
」
か
ら
引
き
続
き
行
う
事
業
や

新
た
な
事
業
展
開
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
へ
の
情
報
提
供
と

町
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
暮
ら
し
に
身
近
な
話
題

や
町
の
施
策
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
説
明
を
行
う「
ま
ち
づ
く
り

出
前
講
座
」
を
引
き
続
き
実
施
し

て
い
く
と
と
も
に
、
職
員
が
地
域

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
と
も

に
考
え
、
と
も
に
行
動
す
る「
地

域
の
こ
と
を
学
び
隊（
地
域
担
当

制
）」
に
つ
き
ま
し
て
も
、
職
員

が
行
政
と
住
民
の
パ
イ
プ
役
を
担

い
、
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ

て
課
題
解
決
が
で
き
る
よ
う
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　

町
民
の
視
点
に
立
っ
た
行
政

推
進
の
た
め
に
は
、
多
様
化
・
高

度
化
す
る
行
政
課
題
に
的
確
か
つ

迅
速
に
対
応
で
き
る
能
力
、
柔
軟

な
発
想
と
創
造
力
形
成
を
図
る
た

め
、
専
門
研
修
や
政
策
能
力
を
高

め
る
た
め
の
研
修
の
充
実
を
図

り
、
効
果
的
な
人
材
育
成
に
努
め
、

信
頼
さ
れ
る
行
政
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
様
に
も
、
ま

ち
づ
く
り
に
資
す
る
た
め
の
講
演

会
の
開
催
、
自
発
的
な
学
習
、
視

察
等
の
研
修
を
は
じ
め
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
、
地
域
の
共
同

施
設
・
財
産
の
維
持
管
理
、
地
域

内
記
念
事
業
な
ど
、
地
域
協
働
事

業
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

愛
の
ま
ち
交
流
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
相

互
文
化
交
流
等
を
通
じ
て
友
好
を

図
り
、
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に

寄
与
で
き
る
よ
う
、
積
極
的
に
交

流
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附（
ふ
る
さ

と
納
税
）
は
、
愛
別
町
に
お
い
て

も
年
々
増
加
傾
向
で
あ
り
、
こ
の

制
度
を
通
じ
、
愛
別
町
を
全
国
に

発
信
す
る
と
と
も
に
、
町
特
産
物

の
流
通
・
販
売
を
よ
り
拡
大
す
る

た
め
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
愛
別
の
応
援
組
織

は
、「
あ
さ
ひ
か
わ
愛
別
会
」
を

は
じ
め
、
札
幌
市
及
び
近
郊
市
町

村
在
住
者
で
つ
く
る「
札
幌
ふ
る

さ
と
愛
別
会
」
や
、
関
東
を
中
心

と
し
た
道
外
在
住
者
で
つ
く
る

「
と
う
き
ょ
う
愛
別
会
」
が
あ
り
、

町
政
執
行
方
針



ふ
る
さ
と
愛
別
の
応
援
団
と
し
て

特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
、
定
期
購
入
や
各

種
催
し
等
が
企
画
さ
れ
て
お
り
、

町
内
外
を
問
わ
ず
愛
別
町
を
応
援

し
て
い
た
だ
け
る
団
体
等
に
対
し

て
、
情
報
発
信
を
行
う
と
と
も
に

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

全
国
的
に
、
少
子
高
齢
化
・
人

口
減
少
等
に
伴
い
空
き
家
が
発
生

し
、
愛
別
町
内
に
お
い
て
も
、
ま

だ
住
む
こ
と
が
で
き
る
空
き
家
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
の
有
効
活
用
に
よ
り
移

住
と
定
住
促
進
を
図
り
、
地
域
の

存
続
・
活
性
化
の
た
め
、
空
き
家

改
修
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
国
の
制
度
を
活
用
し
、
結

婚
新
生
活
支
援
事
業
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

は
、
都
市
部
の
人
材
を
積
極
的
に

誘
致
し
、
そ
の
定
住
・
定
着
を
図

る
こ
と
で
、
地
域
力
の
維
持
・
強

化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
、
今
後
も
町
の
情
報
発
信
力
の

強
化
や
産
業
の
担
い
手
と
な
る
人

材
の
確
保
な
ど
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
、
引
き
続
き
導
入
し
て
い
き

ま
す
。

　

愛
別
町
の
地
域
公
共
交
通
は
、

「
全
町
民
に
と
っ
て
利
用
し
や
す

い
柔
軟
な
交
通
体
系
を
整
備
す
る

こ
と
」、「
既
存
の
交
通
機
関
を
有

効
利
用
す
る
こ
と
で
、
財
政
面
に

配
慮
し
た
整
備
を
目
指
す
こ
と
」

を
基
本
方
針
と
し
て
、
町
営
バ
ス

は
、
デ
マ
ン
ド
方
式（
乗
車
予
約
）

に
よ
り
、
地
域
特
性
や
交
通
弱
者

に
配
慮
し
た
、
よ
り
良
い
公
共
交

通
体
系
の
実
現
や
、
市
街
地
中
心

部
へ
の
交
通
確
保
に
向
け
運
行
し

て
い
き
ま
す
。

　

愛
別
町
に
お
い
て
は
、
庁
舎
、

公
民
館
分
館
及
び
学
校
等
の
公
共

施
設
や
道
路
及
び
橋
梁
等
の
イ
ン

フ
ラ
施
設
の
多
く
が
30
年
以
上
前

に
建
設
さ
れ
老
朽
化
が
進
ん
で
お

り
、「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」（
平
成
28
年
度
〜
令
和
７
年

度
）
に
基
づ
き
、
施
設
ご
と
に
劣

化
状
況
、
運
営
状
況
、
利
用
状
況

及
び
コ
ス
ト
状
況
等
を
調
査
し
、

計
画
的
な
改
修
・
修
繕
等
に
係
る

維
持
管
理
方
針
、
安
全
確
保
方
針
、

統
廃
合
方
針
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

酸
財
政
運
営　
　
　
　
　
　
　
　

　

令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
規

模
は
、
一
般
会
計
34
億
５
９
，

０
０
０
千
円
、
対
前
年
度
比
4.2
％
、

１
億
３
９
，
０
０
０
千
円
の
増
額

と
な
り
ま
す
が
、
７
特
別
会
計
を

含
め
た
総
予
算
は
、
52
億
３
１
，

０
４
９
千
円
で
、
1.4
％
、
７
２
，

１
０
１
千
円
の
減
額
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
増
額
の
主
な
要
因

と
し
て
、
消
防
車
両
の
更
新
、
防

災
事
業
と
し
て
情
報
通
信
施
設
の

整
備
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

財
政
の
状
況
は
、
町
有
施
設
の

更
新
及
び
大
規
模
改
修
な
ど
行
政

需
要
も
増
加
し
て
き
て
お
り
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
、
効
果
的
か
つ
効
率
的

な
予
算
執
行
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
限
ら
れ
た
予
算
で
大
き
な
効

果
を
発
揮
す
る
た
め
、
町
民
の
皆

様
の
要
望
や
意
見
を
反
映
し
、
ま

た
、
行
政
評
価
に
よ
る
事
務
事
業

の
見
直
し
を
行
い
、
住
民
福
祉
の

向
上
や
適
正
な
予
算
執
行
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

酸
情
報
と
発
信　
　
　
　
　
　
　

　

高
度
情
報
化
社
会
に
適
応
し
た

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
り
、
町
民
の
皆
様
へ
行
政
・

防
災
情
報
及
び
地
域
情
報
等
の
提

供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
よ
り
町
民
の
皆
様
に
親

し
ん
で
い
た
だ
け
る
放
送
と
し
て

い
く
た
め
に
、
旭
川
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
ポ
テ
ト
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
生
放

送「
ポ
テ
ト
に
こ
ん
に
ち
は
」
を

活
用
し
た
、
町
内
催
し
等
の
案
内

や
、
文
字
放
送
及
び
町
内
の
行
事

等
の
自
主
番
組「
愛
別
ト
ピ
ッ
ク

ス
」
に
よ
り
、
引
き
続
き
よ
り
斬

新
な
放
送
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ
る
行
政
情
報
等

の
さ
ら
な
る
内
容
充
実
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

地
域
情
報
通
信
施
設
に
つ
い
て

は
、
町
民
の
皆
様
が
安
心
・
安
全

に
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
る
環
境
の
確
保
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

酸
住
民
安
全　
　
　
　
　
　
　
　

　

防
災
面
に
お
い
て
は
、
気
象
台

等
か
ら
警
報
が
発
表
さ
れ
、
町
内

に
災
害
や
事
故
が
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
直
ち

に
町
民
の
皆
様
へ
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
情
報
伝
達
を
行

い
、
同
時
に
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
、
町
民
の
皆
様
の
生
命
、
身

体
及
び
財
産
の
保
護
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

今
年
度
、
停
電
時
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
各
家
庭
の
情
報
端
末
機

器
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
に
は
、
自
助
・
共
助
・

公
助
そ
れ
ぞ
れ
が
、
災
害
対
応
力

を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

万
が
一
の
事
態
に
遭
遇
し
て
も
、

落
ち
着
い
て
適
切
な
応
急
活
動
が

で
き
る
よ
う
、
防
災
訓
練
を
町
民

の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

危
険
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

は
、
放
置
さ
れ
て
い
る
危
険
空
き

家
の
所
有
者
に
対
し
適
正
な
管
理

を
促
し
、
町
民
の
皆
様
の
安
全
確

保
の
た
め
の
対
策
を
講
じ
て
い
き

ま
す
。



酸
地
域
福
祉　
　
　
　
　
　
　
　

近
年
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族

化
は
さ
ら
に
進
行
し
、
援
助
を
必

要
と
す
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
等

が
増
加
し
、
福
祉
ニ
ー
ズ
は
ま
す

ま
す
増
大
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉
の
役
割

は
、
地
域
に
お
け
る
新
た
な
支
え

合
い（
共
助
）
を
確
立
し
、
多
様

な
福
祉
課
題
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
で
あ
り
、
公
的
な
取
り
組
み
だ

け
で
は
な
く
、
住
民
や
住
民
団
体

を
は
じ
め
、
多
く
の
主
体
が
自
主

的
に
参
画
す
る
地
域
福
祉
の
仕
組

み
を
つ
く
り
上
げ
、「
地
域
共
生

社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

地
域
づ
く
り
の
推
進
と
し
て
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ
て
い
る

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
や

町
か
ら
受
託
し
て
い
る
各
種
福
祉

サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
介
護
を
提
供
し

て
い
る
ほ
か
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
を
は
じ
め
社
会
福
祉
団
体
等

が
地
域
に
密
着
し
た
様
々
な
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
後
に
お

い
て
も
高
齢
者
や
障
が
い
者
等
が

孤
立
せ
ず
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
を
継
続

で
き
る
よ
う
、
各
種
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
情
報
提
供
・
相
談
体

制
の
確
立
、
利
用
者
の
権
利
擁
護

の
た
め
の
支
援
を
継
続
し
て
い
き

ま
す
。

酸
子
育
て
支
援　
　
　
　
　
　
　

子
育
て
・
少
子
化
対
策
は
、
保

育
・
教
育
、
発
達
支
援
、
医
療
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
施
策
が
必
要
で

す
。
人
口
減
少
対
策
の
観
点
か
ら

も
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
る
こ

と
は
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
捉

え
て
い
ま
す
。

　
「
第
２
期
愛
別
町
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」（
平
成
２
年

度
〜
令
和
６
年
度
）
に
基
づ
き
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
母

子
保
健
・
児
童
福
祉
・
子
育
て
支

援
・
教
育
の
場
が
連
携
し
、
子
ど

も
の
成
長
段
階
に
合
わ
せ
た
切
れ

目
の
な
い
細
や
か
な
支
援
を
行

い
、
次
代
を
担
っ
て
い
く
子
ど
も

達
が
健
や
か
に
育
て
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
と
し
て
、
地
域
に

お
い
て
一
時
的
に
育
児
の
相
互
援

助
を
行
う「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
の

び
の
び
事
業
」、
子
ど
も
の
急
な

病
気
や
残
業
な
ど
緊
急
時
の
支
援

を
行
う「
上
川
中
部
圏
域
緊
急
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
に

お
け
る「
子
ど
も
一
時
預
か
り
利

用
料
助
成
事
業
」
の
拡
充
の
ほ
か

「
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
」

な
ど
子
育
て
支
援
事
業
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

　

新
し
い
生
命
の
誕
生
を
町
民
の

皆
様
と
祝
う
と
と
も
に
、
暖
か
く

見
つ
め
支
え
合
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
育
て
て
い
く
た
め
、
健
や

か
な
成
長
に
願
い
を
込
め
て
贈
ら

れ
る「
君
の
椅
子
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
、「
祝
っ
ち
ゃ
る
会
」
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
引
き
続
き
参
加

し
て
い
き
ま
す
。

酸
高
齢
者
支
援　
　
　
　
　
　
　

0
％
を
超
え
る
高
齢
化
が
進
む

中
、
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
や
高
齢
者
夫
婦
世
帯
、
さ

ら
に
は
認
知
症
の
高
齢
者
も
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
高
齢
者
に
関
す
る
各
種
の
保

健
福
祉
事
業
や
介
護
保
険
制
度
の

円
滑
な
実
施
に
関
す
る
総
合
的
な

計
画
と
し
て「
第
８
期
高
齢
者
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」

（
令
和
３
年
度
〜
令
和
５
年
度
）

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
可
能
な

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
そ
の

有
す
る
能
力
に
応
じ
て
自
立
し
た

日
常
生
活
を
営
み
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て

保
健
・
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
連
携

に
よ
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
地

域
で
気
軽
に
集
ま
れ
る
サ
ロ
ン
開

催
へ
の
支
援
や
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　

認
知
症
施
策
の
推
進
と
し
て
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
・
活

用
や
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
の
設
置
な
ど
関
係
機
関
と
連
携

し
た
認
知
症
の
早
期
発
見
・
予
防
・

重
度
化
の
防
止
に
向
け
、
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
介
護
分
野
を
は
じ
め
と
す
る

福
祉
人
材
の
確
実
な
確
保
を
図
る

た
め「
外
国
人
介
護
福
祉
人
材
育

成
支
援
事
業
」
に
取
り
組
み
、
福

祉
及
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
足
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
福
祉
施
設
の
老

朽
化
対
策
と
し
て
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
大
規
模
改
修
事
業
費

の
一
部
を
補
助
し
、
施
設
の
長
寿

命
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

酸
障
が
い
者
支
援　
　
　
　
　
　

　

近
年
、
障
が
い
者
の
高
齢
化
、

障
が
い
の
重
度
化
が
み
ら
れ
、
そ

れ
に
伴
っ
て
障
が
い
者
支
援
の

ニ
ー
ズ
は
多
様
化
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
第
２
次
障
が
い
者
基
本
計

画
」（
平
成
27
年
度
〜
令
和
５
年

度
）
及
び
第
５
期
障
が
い
福
祉
計

画
・
第
１
期
障
が
い
児
福
祉
計
画

（
平
成
30
年
度
〜
令
和
２
年
度
）

に
基
づ
き
、
障
が
い
者
が
自
立
し

た
日
常
生
活
ま
た
は
社
会
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

の
社
会
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
地

域
生
活
支
援
事
業
の
充
実
、
共
生

型
交
流
館
を
活
用
し
た
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
の
提
供
、
社
会

参
加
の
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

を
は
じ
め
、
障
が
い
者
の
自
立
支

援
を
基
本
と
し
た
各
種
施
策
を
推

進
し
、
障
が
い
者
福
祉
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
４
町
で
共
同
設
置
す
る

上
川
中
部
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー「
き
た
よ
ん
」
を
拠
点
に
、

地
域
の
状
況
に
あ
わ
せ
た
柔
軟
な



対
応
で
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

酸
保
健
・
医
療　
　
　
　
　
　
　

　

保
健
医
療
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
第
２
期
保
健
事
業
実
施
計
画

（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）」（
平
成

30
年
度
〜
令
和
５
年
度
）
及
び「
第

３
期
特
定
健
診
等
実
施
計
画
」、

第
３
次
健
康
増
進
計
画「
愛
い
っ

ぱ
い
す
こ
や
か
プ
ラ
ン
」（
令
和

元
年
度
〜
令
和
５
年
度
）、
自
殺

対
策
計
画「
い
き
る
を
支
え
る
愛

別
町
い
き
い
き
プ
ラ
ン
」（
令
和

元
年
度
〜
令
和
５
年
度
）
な
ど
に

基
づ
き
、
誰
も
が
心
身
と
も
に
健

や
か
で
活
力
あ
る
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
各
種
健
診
の

受
診
勧
奨
、
保
健
指
導
、
健
康
相

談
、
各
教
室
の
開
催
に
よ
り
総
合

的
な
健
康
づ
く
り
の
推
進
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一

体
的
な
実
施
が
は
じ
ま
り
、
庁
内

関
係
部
署
及
び
関
係
機
関
と
連
携

し
、
医
療
・
保
健
・
介
護
等
の
デ
ー

タ
を
一
体
的
に
分
析
し
て
、
継
続

し
た
保
健
事
業
・
介
護
予
防
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
現
行
の
乳
児
、
１
歳
６

か
月
児
、
３
歳
児
に
対
す
る
健
康

診
査
の
ほ
か
に
、
発
達
や
情
緒
、

社
会
性
な
ど
が
集
団
行
動
の
場
面

で
気
に
な
る
子
ど
も
を
早
期
に
発

見
し
、
支
援
す
る
た
め
新
た
に
５

歳
児
健
診
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　

歯
周
病
の
早
期
発
見
と
口
腔
内

の
健
康
づ
く
り
を
目
的
に
、
本
年

度
か
ら
成
人
歯
科
検
診
の
対
象
を

19
歳
以
上
に
拡
充
し
、
町
内
の
歯

科
医
療
機
関
と
連
携
し
て
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
立
診
療
所
は
地
域
に
お
け
る
基

幹
的
な
公
立
医
療
機
関
と
し
て
信

頼
向
上
に
努
め
、
医
療
体
制
の
維

持
、
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

夜
間
や
休
日
の
急
病
患
者
の
応
急

的
な
診
療
を
行
う
た
め
、
医
療
法

人
健
光
会
旭
川
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ

ク
病
院
と
連
携
し
、
町
民
の
健
康

と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

令
和
２
年
２
月
よ
り
供
用
開
始

し
た
町
立
診
療
所
に
つ
い
て
は
、

建
物
周
辺
の
外
構
工
事
を
早
期
に

発
注
し
、
町
民
が
利
用
し
や
す
い

施
設
と
し
て
環
境
整
備
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
確
立
す
る
た
め
、
医

療
機
器
の
更
新
な
ど
地
域
に
根
ざ

し
た
医
療
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
保
健
・
医
療
・
介
護
・
福
祉
の

関
係
機
関
と
連
携
し
、
町
民
の
安

心
を
支
え
る
医
療
体
制
の
充
実
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

酸
収
納
率
対
策　
　
　
　
　
　
　

　

町
税
等
の
滞
納
額
の
縮
減
と
負

担
の
公
平
を
図
る
こ
と
は
、
自
治

行
政
普
遍
の
課
題
で
あ
り
、
滞
納

が
少
額
の
う
ち
に
納
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
年
間
徴
収
計
画
の
策

定
に
よ
り
臨
戸
徴
収
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
納
付
に
誠
意
の
見
ら

れ
な
い
方
に
対
し
て
は
、
財
産
調

査
に
よ
り
差
押
え
の
滞
納
処
分
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
上
川
広
域
滞
納
整

理
機
構
」
と
連
携
し
、
滞
納
額
の

縮
減
を
図
る
と
と
も
に
町
民
へ
の

納
税
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

酸
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り　
　
　

　

北
海
道
か
ら
認
定
を
受
け
て
お

り
ま
す
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
町
民
が
花
と
緑

に
ふ
れ
あ
い
、
潤
い
と
心
の
安
ら

ぎ
が
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
紹
介
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
バ
ス
ツ
ア
ー
、
花

に
関
す
る
教
室
を
は
じ
め
庁
舎
前

及
び
総
合
セ
ン
タ
ー
前
の
花
壇
を

美
し
く
花
い
っ
ぱ
い
に
整
備
し
、

人
々
の
生
活
の
中
に
花
と
緑
あ
ふ

れ
る
心
豊
か
で
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

酸
生
活
環
境
衛
生　
　
　
　
　
　

　

廃
棄
物
の
適
正
処
理
や
住
環
境

の
整
備
を
行
う
こ
と
は
、
快
適
な

生
活
環
境
を
維
持
す
る
た
め
に
必

要
不
可
欠
で
す
。

　

廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
町
民
一

人
ひ
と
り
に
排
出
抑
制
に
向
け

た
取
り
組
み
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
繊
維
リ
サ
イ
ク
ル
、
小
型
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
等
を
は
じ
め
と
し

た「
ご
み
を
減
ら
す
・
再
使
用
す

る
・
再
資
源
化
す
る
」
活
動
を
通

し
て
、
ご
み
を
減
ら
し
、
正
し
い

分
別
に
よ
る
適
正
な
処
理
の
推

進
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
循

環
型
社
会
の
構
築
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
不
法
投
棄
防
止
に
向
け

た
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
る
啓
発
活

動
を
推
進
し
、
町
ぐ
る
み
で
、
不

法
投
棄
を
許
さ
な
い
環
境
を
醸
成

し
、
快
適
な
生
活
環
境
の
向
上
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

酸
道
路
・
河
川
の
維
持
管
理　
　

  

　

道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
人
と
車
が
い
つ
で
も
安
全
に

通
行
で
き
る
よ
う
日
常
的
に
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
道
路
施
設

の
点
検
・
維
持
補
修
に
努
め
て
い

き
ま
す
。「
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

計
画（
平
成
27
年
度
〜
令
和
６
年

度
）」
を
基
に
今
年
度
は
、
中
島



橋
、
厚
伏
橋
及
び
７
線
橋
の
修
繕

を
実
施
し
、
公
共
土
木
施
設
の
計

画
的
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

冬
期
間
の
除
排
雪
に
つ
い
て

は
、
安
全
で
安
心
な
冬
道
対
策
と

し
て
受
託
業
者
と
共
に
万
全
な
除

雪
体
制
に
よ
り
効
率
的
・
効
果
的

で
迅
速
な
除
雪
作
業
を
進
め
、
除

雪
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
と

と
も
に
、
冬
の
生
活
支
援
と
し
て
、

愛
別
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

し
て
、
除
雪
弱
者
で
あ
る
高
齢
者

や
、
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
な
ど

の
住
宅
の
間
口
除
雪
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　

本
町
通
り
の
除
排
雪
に
つ
き
ま

し
て
は
、
冬
期
間
の
通
院
、
通
学
、

買
物
客
の
安
全
な
通
行
の
確
保
を

目
的
に
、
北
海
道
、
本
町
通
り
排

雪
組
合
と
協
力
し
て
継
続
し
て
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

河
川
の
維
持
管
理
に
お
き
ま
し

て
は
、
河
川
に
棲
む
生
物
の
良
好

な
生
息
・
生
育
環
境
に
配
慮
し
、

豊
か
な
自
然
景
観
を
保
全
・
創
造

す
る
、
川
づ
く
り
、
流
域
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
維
持
工
事
で
は
、
河
川

の
防
災
減
災
の
観
点
か
ら
河
川

の
浚
渫
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

　

今
年
度
も
関
係
す
る
地
区
の
皆

様
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
北
海
道

の
委
託
事
業
で
あ
り
ま
す
河
川
維

持
業
務
に
よ
り
愛
別
川
築
堤
の
草

刈
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

酸
住
宅
の
整
備　
　
　
　
　
　
　

　

北
国
の
気
候
風
土
に
適
し
た
性

能
・
設
備
を
有
し
、
街
並
み
と
の

調
和
に
配
慮
し
た
快
適
な
居
住
空

間
と
、
質
の
高
い
総
合
的
な
住
ま

い
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
愛
別
町
住
生
活
基
本
計
画
」

（
平
成
28
年
度
〜
令
和
７
年
度
）

に
基
づ
き
、
住
宅
の
質
や
住
環
境

の
向
上
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
実

情
を
踏
ま
え
た
住
環
境
の
整
備
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

公
営
住
宅
の
維
持
管
理
に
つ
き

ま
し
て
は
、「
愛
別
町
公
営
住
宅

等
長
寿
命
化
計
画
」（
平
成
28
年

度
〜
令
和
７
年
度
）
に
基
づ
き
、

快
適
な
住
居
水
準
の
向
上
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
住
生
活
基
本
計
画

及
び
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計

画
の
中
間
年
に
伴
う
見
直
し
、
北

町
４
区
北
振
団
地
公
営
住
宅
１
棟

４
戸
の
建
て
替
え
、
既
設
公
営
住

宅
３
棟
12
戸
の
解
体
工
事
及
び
次

年
度
に
向
け
た
実
施
設
計
、
金
富

団
地
南
町
ハ
イ
ム
の
非
常
用
照
明

等
更
新
工
事
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　
「
民
間
住
宅
助
成
事
業
」
と
し

て
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入

に
対
す
る
補
助
や
耐
震
診
断
・
改

修
工
事
に
つ
い
て
は
、
国
の
国
土

強
靱
化
計
画
２
０
１
９
に
お
い
て

住
宅
の
耐
震
化
率
を
令
和
７
年
ま

で
に
耐
震
性
の
不
足
す
る
も
の
を

概
ね
解
消
と
す
る
目
標
が
定
め
ら

れ
ま
し
た
の
で
引
き
続
き
補
助
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

酸
公
共
施
設
の
維
持
管
理　
　
　

町
民
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す

る
た
め「
愛
別
町
耐
震
改
修
促
進

計
画
」（
平
成
31
年
度
〜
令
和
７

年
度
）
に
基
づ
き
、
公
共
施
設
の

耐
震
化
と
維
持
補
修
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て

は
、
南
町
青
少
年
会
館
及
び
愛
山

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

耐
震
改
修
工
事
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　

そ
の
他
の
公
共
施
設
に
つ
き
ま

し
て
も
、
中
長
期
に
わ
た
る
維
持

保
全
を
検
討
し
な
が
ら
、
施
設
の

延
命
化
を
計
画
的
に
図
っ
て
い
き

ま
す
。

酸
道
路
環
境
の
整
備　
　
　
　
　

　
「
誰
も
が
安
全
で
、
安
心
し
て

利
用
で
き
る
道
路
環
境
の
整
備
」

を
基
本
に
子
ど
も
た
ち
や
高
齢

者
、
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
安

心
し
て
通
行
で
き
る
道
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

町
単
独
事
業
と
し
て
南
町
、
愛

山
地
区
道
路
の
一
部
改
良
舗
装
工

事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

酸
簡
易
水
道
事
業　
　
　
　
　
　

　
「
安
全
で
お
い
し
い
水
を
、
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
供
給
す
る
」
を

念
頭
に
、
水
需
要
に
対
す
る
水
源

の
確
保
、
供
給
さ
れ
る
水
の
安
全

性
の
確
保
な
ど
を
重
点
課
題
と
し

て
水
道
施
設
の
維
持
管
理
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
の
適
正
か
つ
健

全
な
経
営
の
確
保
と
災
害
に
強
い

水
道
施
設
づ
く
り
を
目
的
に
、
平

成
23
年
度
か
ら
10
か
年
計
画
で
国

の
補
助
を
受
け
、
老
朽
施
設
や
水

道
管
の
更
新
を
行
う
簡
易
水
道
等

施
設
整
備
事
業
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
年
度
も
施
設
の
機
能
向
上

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

年
次
計
画
で
計
量
法
に
伴
う
メ
ー

タ
ー
器
の
取
り
替
え
や
有
収
率
の

向
上
を
図
る
た
め
、
漏
水
調
査
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

酸
下
水
道
事
業　
　
　
　
　
　
　

　

現
在
、
下
水
道
の
事
業
認
可
区

域
に
お
け
る
水
洗
化
率
は
約
94
％

で
あ
り
、
快
適
な
生
活
環
境
と
公

共
用
水
域
の
水
質
保
全
を
図
る
た

め
に
、
生
活
排
水
対
策
の
基
本
的

な
施
設
整
備
と
維
持
管
理
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
終
末
処
理
場
の
施
設
更

新
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
る
た
め
、

長
寿
命
化
修
繕
計
画（
平
成
29
年

度
〜
令
和
２
年
度
）
を
基
に
、
終

末
処
理
場
の
汚
泥
処
理
設
備
等
の

更
新
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
終
末
処
理
場
及
び
管
路

の
更
新
を
含
め
た「
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」（
令
和
３
年

度
〜
令
和
７
年
度
）
を
策
定
し
て

い
き
ま
す
。

酸
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業　
　
　

　

下
水
道
の
整
備
さ
れ
て
い
な
い

地
域
で
も
、
快
適
な
生
活
環
境
と



ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ

り
、
生
活
雑
排
水
に
よ
る
公
共
用

水
域
の
水
質
汚
濁
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
国
の
交
付
金
制

度
と
町
の
助
成
に
よ
り「
浄
化
槽

設
置
整
備
事
業
」
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
「
愛
別
町
生
活
排
水
処
理
基
本

計
画（
平
成
24
年
度
〜
令
和
３
年

度
）
」
に
基
づ
き
、
全
体
計
画

３
０
０
基
に
対
し
て
２
７
８
基
が

設
置
整
備
さ
れ
93
％
の
整
備
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
設
置
整
備
事
業
と

維
持
管
理
経
費
の
一
部
助
成
を
継

続
し
て
、
環
境
保
全
と
快
適
な
生

活
環
境
の
実
現
、
水
環
境
の
改
善

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

酸
農
業
の
振
興　
　
　
　
　
　
　

　

令
和
元
年
産
米
の
作
柄
は
、
春

先
か
ら
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
7

月
ま
で
は
日
照
・
気
温
と
も
高
く

推
移
し
て
き
ま
し
た
が
、
8
月
以

降
は
雨
の
日
も
多
く
、
穂
数
は

多
か
っ
た
も
の
の
粒
の
肥
大
が

抑
制
さ
れ
、
全
道
の
作
況
指
数

１
０
４
、
上
川
管
内
・
愛
別
町
は

１
０
５
の「
や
や
良
」
と
な
り
ま

し
た
。

　

上
川
管
内
の
10
ａ
当
た
り
の

収
量
は
、
５
９
９
kg（
ふ
る
い
目

1.70m
m

）
と
収
穫
量
は
例
年
よ

り
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
低
タ

ン
パ
ク
比
率
が
例
年
よ
り
も
低

く
、
畑
作
物
と
合
わ
せ
て
も
豊
作

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
品
質
面
で

は
満
足
の
い
く
結
果
と
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
天
候
に
左
右
さ
れ

な
い
強
い
米
づ
く
り
の
体
制
を
確

立
し
、
良
質
米
栽
培
基
準
の
励
行

に
よ
る
栽
培
管
理
を
徹
底
し
、
消

費
者
へ
安
心
安
全
な
お
米
を
供
給

す
る
取
り
組
み
を
関
係
機
関
・
生

産
者
が
一
体
と
な
り
活
動
し
て
い

る
愛
別
町
米
麦
生
産
振
興
協
議
会

と
連
携
し
、「
良
質
米
生
産
対
策

事
業
」「
良
質
米
生
産
振
興
事
業
」

と
し
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

生
産
の
基
盤
と
な
る
農
地
に
つ

い
て
は
、
ほ
場
の
大
区
画
化
と
透

排
水
性
の
改
善
と
し
て
、
平
成
29

年
度
か
ら
愛
別
地
区
国
営
緊
急
農

地
再
編
整
備
事
業
に
よ
る
ほ
場
整

備
工
事
に
着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
４
年
目
を
迎
え
、
伏
古

及
び
協
和
地
区
に
加
え
、
愛
別
地

区
、
中
央
地
区
に
お
い
て
も
工
事

が
実
施
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、

今
後
も
引
き
続
き
関
係
機
関
・
団

体
と
協
力
し
て
事
業
促
進
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
制
度
」、「
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
」、「
環
境
保
全
型
農

業
直
接
支
払
交
付
金
制
度
」
の
日

本
型
直
接
支
払
に
つ
い
て
も
、
農

業
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮

の
た
め
の
地
域
活
動
や
営
農
活
動

に
は
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
継
続
し
て

支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

農
地
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
各

地
区
に
お
い
て「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
を
作
成
し
、
今
後
の
地
区
内

の
農
地
の
移
動
に
つ
い
て
地
区
の

中
心
と
な
る
経
営
体
に
集
約
化
を

図
っ
て
お
り
、
町
と
し
て
も
農
地

中
間
管
理
機
構
の
活
用
と
と
も

に
、
継
続
し
て
所
有
権
の
権
利
移

動
に
関
し
て
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

　

ほ
場
整
備
事
業
や
担
い
手
へ
の

農
地
の
集
積
に
よ
り
、
担
い
手
の

経
営
面
積
の
拡
大
と
と
も
に
、
生

産
コ
ス
ト
の
低
減
、
作
業
効
率
の

向
上
を
図
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
や
農

業
用
ド
ロ
ー
ン
な
ど
を
活
用
し
て

い
く「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
へ
新
た

に
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

き
の
こ
に
お
い
て
は
、
当
町
の

一
大
産
業
と
し
て
今
日
を
築
い
て

お
り
、
町
内
産
業
の
育
成
、
雇
用

の
場
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
も
、

引
き
続
き
施
設
改
修
が
必
要
な
事

業
者
に
対
し
て
改
修
費
用
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

　

畜
産
に
お
い
て
は
、
今
後
も
防

疫
体
制
の
整
備
や
家
畜
伝
染
病

発
生
の
予
防
及
び
蔓
延
防
止
の
た

め
、
愛
別
町
家
畜
伝
染
病
自
衛
防

疫
組
合
を
中
心
と
し
た
損
耗
防
止

の
取
り
組
み
を
徹
底
し
て
い
き
ま

す
。

　

町
内
特
産
品
の
販
売
や
加
工
品

開
発
な
ど
に
つ
い
て
は
、
農
山
漁

村
活
性
化
交
付
金
を
活
用
し
、
６

次
産
業
化
に
向
け
た
加
工
品
開
発

の
最
終
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
継

続
し
た
加
工
研
究
活
動
の
た
め

の
土
台
を
作
り
、
所
得
の
拡
大
に

向
け
た
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
愛
別
町
の
農
業
を
知
っ
て
い

た
だ
く
良
い
機
会
で
も
あ
り
ま
す

の
で
、
イ
ベ
ン
ト
・
農
業
体
験
に

も
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

酸
林
業
の
振
興　
　
　
　
　
　
　

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
恵

み
を
受
け
て
お
り
ま
す
山
林
を
適

正
に
管
理
し
、
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
地

域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
活

用
し
、
所
有
者
の
ご
理
解
を
得
な

が
ら
計
画
的
な
森
林
整
備
を
し
て

行
く
と
と
も
に
、
町
有
林
に
関
し

て
も
、
収
穫
適
齢
期
を
迎
え
る
も

の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
地
調
査

を
実
施
し
適
正
に
管
理
し
て
い
き

ま
す
。

　

昨
年
、
創
設
さ
れ
ま
し
た
森
林

経
営
管
理
制
度
に
伴
い
、「
森
林

環
境
譲
与
税
」
を
活
用
し
、
所
有



者
の
意
向
調
査
等
を
実
施
し
適
切

な
管
理
が
図
ら
れ
る
よ
う
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
猟
友
会
の
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
対
策
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
生
息
数
や
高
齢
化

等
か
ら
負
担
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
新
た
に
狩
猟
免
許
を
取

得
す
る
た
め
の
支
援
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
外
来
種
の
ア
ラ
イ

グ
マ
に
つ
い
て
も
、
被
害
が
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
撲
滅
に

向
け
た
活
動
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

酸
商
工
業
の
振
興　
　
　
　
　
　

　

本
町
の
商
工
業
は
、
人
口
の
減

少
と
と
も
に
、
低
迷
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
町
民
の
消
費
購
買
力
の

向
上
と
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め

「
く
ら
し
応
援
券
」
を
発
行
す
る

こ
と
で
、
一
定
の
効
果
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
継
続
し
て
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
意
欲
あ
る
事
業
所
や
店

舗
等
の
改
修
に
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
、
新
た
な
経
営
の
展
開
と
し

て
、
効
果
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、

継
続
し
て
支
援
す
る
と
と
も
に
、

農
業
と
商
工
業
の
後
継
者
育
成
に

対
す
る
支
援
と
し
て
、「
産
業
後

継
者
就
業
等
支
援
給
付
金
」
を
継

続
し
、
不
足
す
る
労
働
者
を
安
定

的
に
雇
用
す
る
た
め
の
支
援
と
し

て
、「
が
ん
ば
る
会
社
応
援
交
付

金
」
を
創
設
し
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

酸
観
光
の
振
興　
　
　
　
　
　
　

　
「
大
雪
カ
ム
イ
ミ
ン
タ
ラ
Ｄ
Ｍ

Ｏ
法
人
」
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
あ
る
滞
在
型
コ
ン
テ
ン

ツ
と
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
構
想
に
よ

り
、
多
彩
な
事
業
を
展
開
し
、
住

ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
の
観
光

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

　
「
き
の
こ
の
里
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
」
は
、
多
く
の
町
民
や
町
外
の

方
々
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
今
後

も
、
町
民
の
健
康
増
進
や
愛
別
町

の
魅
力
発
信
な
ど
を
お
こ
な
い
、

施
設
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　
「
き
の
こ
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
は
、
昨
年
、
愛
別
ダ
ム
上
流

か
ら
農
村
公
園
に
会
場
を
移
し

開
催
さ
れ
、
季
節
外
れ
の
暑
さ
の

中
、
多
く
の
方
々
に
来
町
い
た
だ

き
、
愛
別
町
の
魅
力
を
十
分
に
堪

能
し
て
い
た
だ
い
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
新
た
に
渋
滞
や
駐
車

場
の
確
保
な
ど
の
問
題
も
出
て
き

て
い
ま
す
の
で
、
実
行
委
員
の
皆

様
と
と
も
に
問
題
解
決
に
向
け
、

継
続
し
て
支
援
を
し
て
い
き
ま

す
。

酸
教　

育　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

教
育
行
政
と
の
連
携
を
図
る
た

め
、
愛
別
町
総
合
教
育
会
議
を
設

置
し
て
お
り
、
教
育
委
員
会
と
協

議
す
る
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、「
愛
別
町
教
育
大

綱
」（
令
和
２
年
度
〜
令
和
６
年

度
）
を
策
定
し
、
教
育
に
関
す
る

施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
生

涯
を
通
じ
て
健
や
か
に
学
び
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
や

機
会
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
住
民
相
互
の
絆
づ
く
り
や
人

づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
一
助
と

な
る
よ
う
に
、
学
習
環
境
の
充
実

や
教
育
関
係
施
設
の
整
備
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

以
上
、
令
和
２
年
度
に
お
け
る

町
行
政
の
執
行
に
関
し
て
考
え
方

を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
議
員
各

位
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
様
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
日
の
社
会
に
お
い
て
は
、
少

子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
行
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
化
の
進
展

な
ど
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
も
大

き
く
変
化
す
る
と
と
も
に
、
人
口

減
少
へ
の
対
応
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
機
能
の
弱
体
化
な
ど
、
地
域

活
動
を
行
う
上
で
の
課
題
も
顕
在

化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
児
童
生
徒

数
の
減
少
に
よ
る
教
育
環
境
の
変

化
や
、
家
庭
・
地
域
の
持
つ
教
育

機
能
の
維
持
増
進
、
進
展
す
る
高

齢
・
長
寿
社
会
へ
の
対
応
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
課
題
解
決
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
今
後
と
も
ま
ち
の
特

徴
を
生
か
し
な
が
ら
発
展
し
て
い

く
た
め
に
は
、
人
材
の
育
成
を
担

う
教
育
の
役
割
が
、
ま
す
ま
す
重

要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
教
育

を
め
ぐ
る
様
々
な
課
題
を
踏
ま
え
、

教
育
行
政

　
　

執
行
方
針



新
し
い
時
代
の
教
育
の
基
本
的
な

方
向
性
を
明
ら
か
に
し
、
教
育

施
策
を
総
合
的
か
つ
体
系
的
に
進

め
、
地
域
社
会
全
体
の
教
育
力
向

上
と
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
目

指
す
た
め
、
昨
年
度
多
く
の
皆
様

方
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き「
愛

別
町
教
育
振
興
基
本
計
画
」（
令

和
２
年
度
〜
令
和
６
年
度
）
を
策

定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
本
教
育
振
興
基

本
計
画
を
基
礎
と
し
、「
愛
別
町

教
育
大
綱
」（
令
和
２
年
度
〜
令

和
６
年
度
）
と
の
整
合
性
も
図
り

な
が
ら
、
住
民
相
互
の
絆
づ
く
り

や
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
一

助
と
な
る
よ
う
、
学
習
環
境
の
充

実
や
教
育
関
連
施
設
の
整
備
に
努

め
、「
第
11
次
愛
別
町
振
興
計
画
」

（
令
和
２
年
度
〜
令
和
11
年
度
）

に
掲
げ
る
将
来
像「
子
ど
も
の
笑

顔
か
が
や
く
恵
み
の
大
地
あ
い

べ
つ
」
の
実
現
を
目
指
し
、
町
長

部
局
と
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
町

民
の
信
頼
に
応
え
る
教
育
行
政
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

酸
幼
児
教
育
の
推
進　
　
　
　
　

　

幼
児
期
は
、
生
涯
に
わ
た
る
人

格
形
成
の
基
礎
を
培
う
重
要
な
時

期
で
、
身
体
感
覚
を
伴
う
多
様
な

経
験
の
積
み
重
ね
で
、
豊
か
な
感

性
や
好
奇
心
、
探
究
心
、
思
考
力

が
養
わ
れ
、
生
活
や
学
び
の
基
礎

を
培
う
大
切
な
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
知
・
徳
・
体
の
調

和
が
と
れ
た
健
や
か
な
成
長
と
情

操
豊
か
な
子
ど
も
の
育
成
に
努

め
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
教
育
的
保
育
支
援
と
し
て
、
特

別
支
援
教
育
支
援
員
を
中
心
に
、

悩
み
の
聞
き
取
り
や
医
療
機
関
へ

の
同
行
な
ど
保
護
者
の
不
安
軽
減

に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
、

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
ふ
さ

わ
し
い
保
育
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
の
観
点

か
ら
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
保
育
料
の

無
料
化
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

手
作
り
感
あ
ふ
れ
、
旬
の
食
材
や

地
産
地
消
を
意
識
し
な
が
ら
、
安

全
で
安
心
な
給
食
の
提
供
に
努

め
、
保
護
者
の
就
労
に
配
慮
し
た

保
育
環
境
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
活
動
を
通
し
て
、
同
年
代
の
子

ど
も
を
持
つ
家
庭
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、

幼
児
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
虫
歯
予

防
の
た
め
の
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業

を
、
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
小
・
中
学
生
や
お
年

寄
り
と
の
異
年
齢
交
流
事
業
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
幼
児
セ
ン

タ
ー
で
育
ま
れ
た
資
質
や
能
力
を

基
盤
に
学
び
の
連
続
性
を
共
有

し
、
小
学
校
と
の
円
滑
な
接
続
に

向
け
、
幼
小
連
携
研
修
会
や
交
流

事
業
な
ど
を
行
い
、
し
っ
か
り
と

小
学
校
に
引
き
継
ぐ
こ
と
の
で
き

る
体
制
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
保
育
環
境
の
充
実
に
向

け
た
人
員
確
保
と
協
働
意
識
の
醸

成
な
ど
の
取
り
組
み
や
、
職
員
の

資
質
と
指
導
力
向
上
の
た
め
、
各

種
研
修
会
に
参
加
し
て
い
く
と

と
も
に
、
教
育
・
保
育
を
一
体
的

に
行
う
認
定
こ
ど
も
園
制
度
の
調

査
研
究
と
認
可
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
、
さ
ら
に
は
、
保
育

理
念
や
教
育
目
標
な
ど
の
具
現
化

に
向
け
、「
心
で
聴
こ
う　

子
ど

も
の
言
葉　

心
で
観
よ
う　

子
ど

も
の
姿
」
を
合
言
葉
に
、
町
民
の

皆
様
か
ら
信
頼
い
た
だ
け
る
幼
児

セ
ン
タ
ー
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま

す
。

酸
学
校
教
育
の
推
進　
　
　
　
　

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

個
性
や
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し

な
が
ら
、
自
立
し
た
人
間
と
し
て

成
長
し
て
い
く
た
め
に
、
子
ど
も

に
身
に
付
け
さ
せ
る
べ
き
資
質
や

能
力
で
あ
る
確
か
な
学
力
、
思
い

や
り
の
心
や
感
動
す
る
心
な
ど
の

豊
か
な
心
、
生
涯
を
通
し
て
健
康

に
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
健
や
か

な
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
す
る

生
き
抜
く
力
の
育
成
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

確
か
な
学
力
の
向
上
を
図
る
た

め
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
新
た

な
学
び
を
実
感
で
き
る
授
業
実
践

と
、
家
庭
に
お
け
る
学
習
習
慣
の

定
着
と
い
う
両
面
の
充
実
が
と
て

も
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
学
校
に
お
い
て
は
、

教
育
研
究
会
を
核
と
し
た
授
業

研
究
な
ど
を
通
し
て
学
校
力
の
向

上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
特
別
支

援
教
育
支
援
員
を
効
果
的
に
活
用

し
個
々
の
習
熟
度
を
高
め
、
さ
ら

に
は
長
期
休
業
中
の
学
習
支
援
や

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
実
施
、
学

校
改
善
支
援
プ
ラ
ン
推
進
事
業
に

よ
る
自
主
的
学
習
へ
の
支
援
、
学

習
の
手
引
き
を
活
用
し
た
家
庭
学

習
の
習
慣
化
や
規
則
正
し
い
生
活

習
慣
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
、
着
実
に
成
果
を
上
げ

て
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
特
別
支
援
教
育
支

援
員
や
中
学
校
に
お
け
る
指
導
方

法
工
夫
改
善
の
た
め
の
教
員
配
置

な
ど
、
引
き
続
き
少
人
数
指
導
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
小
学
校
に

お
い
て
、
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
新
学
習
指
導
要
領
へ
適
切
に



対
応
し
て
い
く
た
め
、
教
師
用
指

導
書
等
の
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
幼
・
小
・
中
が
連
携

し
た
中
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿
を

明
確
に
し
、
学
力
・
体
力
向
上
、

教
員
の
資
質
向
上
、
特
別
支
援
教

育
、
生
徒
指
導
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご

と
に
重
点
目
標
を
設
定
し
た「
愛

別
町
学
校
間
連
携
プ
ラ
ン
新
愛

×
愛
プ
ラ
ン
」
を
も
と
に
、
学
校

ご
と
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
や

小
・
中
・
高
が
連
携
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
継
続
し
て
い

く
と
と
も
に
、
あ
い
べ
つ
校
と
も

連
携
し
た
特
別
支
援
教
育
の
充
実

を
図
り
な
が
ら
、
学
校
間
の
円
滑

な
接
続
・
連
携
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
習

慣
と
学
力
の
間
に
は
密
接
な
関
係

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
各
学

校
に
お
け
る
朝
読
書
の
継
続
や
自

動
車
文
庫
ａ
ｉ
‐
ａ
ｉ
の
巡
回
、

道
立
図
書
館
の
支
援
を
受
け
て
実

施
す
る
学
校
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
な
ど
、
図
書
に
親
し
む
機
会

の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て
は
、
パ

ソ
コ
ン
や
実
物
投
影
機
・
書
画
カ

メ
ラ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
用
ス
リ

ム
キ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
導
入
し
て
き

ま
し
た
が
、
本
年
度
は
、
小
学
校

に
画
像
転
送
装
置
、
中
学
校
に
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を
導
入
す

る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
の
情
報

化
の
た
め
、
昨
年
度
、
国
に
お
い

て
創
設
さ
れ
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
実
現
に
む
け
て
、
補
助

金
や
交
付
税
な
ど
の
財
政
措
置
を

活
用
し
な
が
ら
、
校
内
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
児
童
生
徒
１
人
１
台

端
末
の
整
備
に
努
め
、
情
報
活
用

能
力
を
育
み
、
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
が
可
能
な
教
育
環
境

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

国
際
理
解
教
育
に
つ
い
て
は
、

外
国
語
に
親
し
み
、
広
い
視
野
を

も
っ
て
諸
外
国
の
文
化
を
理
解

し
、
国
際
的
感
覚
と
行
動
力
を
身

に
つ
け
る
た
め
、
英
語
指
導
助
手

を
小
・
中
学
校
に
１
名
ず
つ
配
置

し
、
中
学
校
の
英
語
授
業
に
お
い

て
は
、
英
語
教
諭
と
英
語
指
導
助

手
の
２
名
体
制
で
行
い
、
小
学
校

に
お
い
て
は
、
新
学
習
指
導
要
領

に
基
づ
く
３
年
生
か
ら
６
年
生
の

英
語
授
業
で
、
担
任
教
諭
と
英
語

指
導
助
手
や
中
学
校
英
語
教
諭
の

乗
入
れ
な
ど
、
き
め
細
か
な
授
業

実
践
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、

児
童
生
徒
個
々
の
状
況
に
応
じ
た

適
切
な
教
育
支
援
を
行
う
た
め
、

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
幼
・
小
・

中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
に
配
置
し
、
教

育
環
境
や
指
導
体
制
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
心
身
の
障
が
い
な
ど
に

よ
り
特
別
な
教
育
的
支
援
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、
教

育
・
福
祉
・
医
療
関
係
者
が
連
携

し
て
、
適
切
な
支
援
を
行
う
た
め

に
組
織
さ
れ
た
教
育
支
援
委
員
会

の
研
修
や
情
報
交
流
な
ど
の
活
動

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

豊
か
な
心
を
育
む
た
め
に
は
、

子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
、

地
域
の
方
々
や
自
然
環
境
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
資
源
を
活
用
し

た
体
験
・
鑑
賞
・
交
流
活
動
な
ど

を
通
し
て
、
人
と
関
わ
る
力
や
公

正
な
判
断
力
、
基
本
的
な
規
範
意

識
や
倫
理
観
を
醸
成
し
て
い
く
こ

と
が
と
て
も
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
優
れ
た
芸
術
文
化

に
触
れ
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
芸
術
文
化
公
演
事
業
を

継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど

子
ど
も
の
問
題
行
動
は
、
ど
の

学
校
で
も
、
ど
の
子
ど
も
に
も
起

こ
り
得
る
と
い
う
危
機
感
を
共
有

し
、
特
に
い
じ
め
に
つ
い
て
は
、

人
間
と
し
て
絶
対
に
許
さ
れ
な
い

と
い
う
強
い
認
識
に
立
ち
、
児
童

生
徒
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
た

生
徒
指
導
に
努
め
て
い
く
と
と
も

に
、
中
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
撲

滅
に
向
け
た
生
徒
会
活
動
へ
の
支

援
や
心
と
命
の
授
業
を
中
学
校
で

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
学
校
に
お
け
る
安

全
管
理
や
通
学
路
等
に
お
け
る

安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
教
職
員

の
継
続
的
な
指
導
を
は
じ
め
、
地

域
や
保
護
者
、
学
校
安
全
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
に
ご
協
力
を
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
国
や
北
海
道
、
町

の
道
路
管
理
者
や
関
係
機
関
で
組

織
さ
れ
た
通
学
路
安
全
推
進
会
議

で
の
協
議
も
参
酌
し
つ
つ
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、「
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
」
に
よ

る
学
校
の
巡
回
指
導
も
引
き
続
き

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

留
守
家
庭
放
課
後
児
童
対
策
に

つ
い
て
は
、
あ
い
べ
つ
学
童
ク
ラ

ブ
を
設
置
し
、
子
育
て
支
援
の
観

点
か
ら
放
課
後
児
童
保
育
料
の
無

料
化
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
愛

別
小
学
校
の
余
裕
教
室
を
活
用
し

て
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
に
留
意

し
な
が
ら
、
成
長
段
階
に
応
じ
た

基
礎
的
生
活
習
慣
が
身
に
つ
く
よ

う
、
指
導
体
制
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

健
や
か
な
身
体
は
、
人
間
の
活

動
の
源
で
あ
り
、
健
康
維
持
の
ほ

か
意
欲
や
気
力
と
い
っ
た
精
神
面

の
充
実
に
も
大
き
く
関
わ
っ
て
い

る
た
め
、
生
き
抜
く
力
を
支
え
る

重
要
な
要
素
で
あ
り
ま
す
。



　

そ
の
た
め
、
発
達
段
階
に
応
じ

た
体
力
の
向
上
を
目
指
し
、
運

動
会
や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
体
育

行
事
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
異
年

齢
の
児
童
生
徒
が
一
緒
に
行
う
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
や
部
活
動
な

ど
、
運
動
に
親
し
む
機
会
を
確
保

し
て
い
く
と
と
も
に
、
協
調
性
や

責
任
感
、
思
い
や
り
の
心
を
育
み
、

あ
わ
せ
て
、
基
本
的
生
活
習
慣
の

確
立
や
正
し
い
食
生
活
へ
の
理
解

と
実
践
が
図
ら
れ
る
よ
う
指
導
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
の
虫
歯
予
防

対
策
と
し
て
、
小
・
中
学
校
に
お

い
て
も
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
を
継

続
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
取

れ
た
教
育
を
推
進
し
て
い
く
上

で
、
教
育
環
境
等
の
整
備
も
大
切

な
要
素
で
あ
り
、
学
校
施
設
に
お

け
る
公
共
施
設
長
寿
命
化
個
別
計

画
を
策
定
し
、
学
び
が
手
助
け
で

き
る
よ
う
な
教
育
環
境
を
醸
成
し

て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
昨
年
度
か
ら
始
動

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

は
、
学
校
運
営
協
議
会
と
地
域
学

校
協
働
本
部
が
活
動
の
両
輪
と
な

り「
愛
の
風
を
吹
か
そ
う
」
を
合

言
葉
に
、
学
校
と
保
護
者
や
地
域

の
皆
様
が
と
も
に
知
恵
を
出
し
合

い
、
学
校
運
営
に
意
見
を
反
映
さ

せ
、
地
域
と
学
校
が
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の

た
め
に「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学

校
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
教
職
員
が
道
内
外
の
先

進
地
で
開
催
さ
れ
る
研
修
や
視
察

な
ど
を
通
し
て
、
各
々
の
資
質
や

専
門
性
と
実
践
的
指
導
力
を
高
め

る
こ
と
に
よ
り
、
学
力
向
上
な
ど

の
今
日
的
課
題
の
解
決
に
向
け
た

力
が
育
ま
れ
、
ひ
い
て
は
本
町
に

お
け
る
学
校
教
育
の
質
を
高
め
て

い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
ア

ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

学
校
閉
庁
日
や
部
活
動
休
養
日
、

勤
務
時
間
の
上
限
設
定
な
ど
を
行

い
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
、
教

職
員
一
人
ひ
と
り
が
信
頼
さ
れ
る

学
校
で
あ
る
と
い
う
自
覚
の
も

と
、
教
育
課
程
の
編
成
、
授
業
研

究
、
指
導
方
法
の
工
夫
や
改
善
を

行
い
、
学
校
力
の
向
上
が
図
れ
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

効
率
的
な
ル
ー
ト
設
定
や
見
直
し

で
児
童
生
徒
の
利
便
性
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
町
長
部
局
と
も
連

携
し
、
運
行
方
法
に
も
検
討
を
加

え
な
が
ら
、
安
全
運
行
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
入
学
通
学
応

援
事
業
に
つ
い
て
は
、
小
学
校

入
学
時
に
必
要
な
学
用
品
の
支
給

や
、
中
学
校
入
学
時
の
制
服
等
購

入
費
相
当
額
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
の

制
作
費
や
自
転
車
通
学
を
行
う
中

学
生
の
自
転
車
保
険
料
、
町
外
の

高
校
へ
通
学
す
る
た
め
の
交
通
費

相
当
額
に
つ
い
て
、
保
護
者
の
負

担
軽
減
と
子
育
て
環
境
の
充
実
が

図
ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
本
年
度
は
、
愛
別
小
学

校
開
校
１
２
０
周
年
並
び
に
統
合

10
周
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
同

窓
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
中
心
と
な
っ
て

計
画
さ
れ
て
い
る
、
記
念
式
典
や

記
念
誌
の
発
行
な
ど
、
後
世
に
愛

別
小
学
校
の
歩
み
を
し
っ
か
り
と

伝
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
耐
震
化
が
終
わ

り
、
教
育
環
境
及
び
災
害
時
の
避

難
場
所
と
し
て
施
設
の
安
全
性
が

確
保
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
も
必

要
に
応
じ
改
修
・
修
繕
を
行
う
と

と
も
に
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々

の
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
小
・

中
学
校
の
点
検
や
営
繕
を
工
夫

し
、
安
心
安
全
な
学
校
施
設
の
維

持
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

北
海
道
美
深
高
等
養
護
学
校
あ

い
べ
つ
校
に
つ
い
て
は
、
通
学

す
る
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
が
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
通
学
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
愛
別
行
き
バ
ス

と
の
接
続
が
困
難
な
路
線
が
あ
る

た
め
、
本
年
度
も
登
校
時
の
み
当

麻
町
ま
で
バ
ス
を
運
行
し
、
引
き

続
き
通
学
の
支
援
を
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
あ
い
べ
つ
校
で
は
学
校

と
企
業
の
双
方
で
、
就
労
に
必
要

な
学
習
を
同
時
進
行
さ
せ
る
あ
い

べ
つ
校
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
町
内
外
に
お
い
て
企
業
内

作
業
学
習
や
現
場
実
習
に
取
り
組

む
ほ
か
、
食
堂
サ
ー
ビ
ス
や
青
空

市
な
ど
を
実
施
し
、
町
民
の
方
々

と
の
交
流
も
続
け
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
学
習
活
動
や
啓
発
活

動
、
各
種
文
化
・
体
育
活
動
、
学

校
行
事
な
ど
に
係
る
経
費
に
つ
い

て
支
援
し
、
社
会
自
立
を
目
指
す

生
徒
一
人
ひ
と
り
を
力
強
く
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

酸
社
会
教
育
の
推
進　
　
　
　
　

　

社
会
教
育
は
、
公
民
館
や
ス

ポ
ー
ツ
施
設
等
の
社
会
教
育
施
設

を
活
用
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

年
代
に
応
じ
た
学
習
機
会
や
学
習



情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
町
民
が

生
涯
に
わ
た
っ
て
自
主
的
・
意
欲

的
に
芸
術
や
文
化
に
親
し
み
、
心

身
と
も
に
健
や
か
で
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
を
送
る
上
で
、
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
昨

年
度
策
定
い
た
し
ま
し
た「
愛
別

町
教
育
振
興
基
本
計
画
」
を
基
本

と
し
て
、「
社
会
教
育
推
進
計
画
」

（
令
和
２
年
度
〜
令
和
６
年
度
）

に
基
づ
き
、
愛
別
町
の
豊
か
な
自

然
や
文
化
、
伝
統
を
活
か
し
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
を
自
ら
の
目
標
に

向
か
っ
て
夢
や
希
望
を
抱
き
、
心

豊
か
で
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を

育
む
、
創
意
と
活
力
に
満
ち
た
社

会
教
育
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

家
庭
教
育
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
の
健
全
で
確
か
な
育
ち
の
原
点

は
家
庭
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
子
育
て
支
援

グ
ル
ー
プ
な
ど
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
乳
児
を
対
象
に
親
子
の
絆
が

よ
り
深
ま
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
、
青
少
年
育
成
協
議
会
と
連
携

し
た
子
育
て
研
修
会
や
青
少
協
だ

よ
り
の
発
行
な
ど
を
継
続
し
、
家

庭
教
育
に
関
す
る
学
習
機
会
や
情

報
提
供
を
行
い
、
家
庭
教
育
力
の

向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
早
寝
、
早
起
き
、
朝

ご
は
ん
」
を
合
言
葉
に
、
良
好
な

生
活
リ
ズ
ム
の
定
着
と
健
康
な
心

と
身
体
を
育
み
な
が
ら
、
基
礎
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や

社
会
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

は
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
て

る
と
い
う
観
点
で
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
の
連
携
を
深
め
、
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
や
地
域
の
教
育
資
源
を

生
か
し
た
様
々
な
体
験
活
動
を
行

う
チ
ャ
レ
ン
ジ
元
気
塾
を
開
催
す

る
な
ど
、
積
極
的
に
事
業
を
展
開

し
て
い
く
と
と
も
に
、
青
少
年
育

成
協
議
会
が
行
う
青
少
年
育
成
研

修
の
集
い
や
標
語
募
集
に
よ
る
啓

発
活
動
な
ど
、
地
域
の
教
育
力
向

上
と
指
導
者
の
養
成
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

少
年
期
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
を

核
と
し
て
、
地
域
子
ど
も
会
活
動

に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
努

め
る
と
と
も
に
、
少
年
愛
の
ま
ち

交
流
事
業
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
滋
賀
県
東
近
江
市
愛
東
地
区
と

の
相
互
交
流
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
青
年
期
に
お
い
て
は
、

青
年
自
身
が
地
域
社
会
の
一
員
と

し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
地
域
づ
く

り
や
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
参

加
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
青
年
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

　

高
齢
者
教
育
に
つ
い
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
学
習
や
多
く

の
仲
間
と
の
交
流
を
通
し
て
自
己

力
を
高
め
合
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
ほ
う
ら
い
大
学
を
引
き
続
き

開
校
し
、
学
習
機
会
の
拡
充
や
子

ど
も
た
ち
と
の
交
流
、
さ
ら
に
は

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
潤
い
と

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
が
送
れ
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

公
民
館
事
業
に
つ
い
て
は
、
生

涯
学
習
の
観
点
か
ら
、
趣
味
や
余

暇
活
動
の
充
実
に
向
け
た
く
ら
し

の
講
座
や
家
族
が
揃
っ
て
参
加
で

き
る
講
座
・
教
室
な
ど
、
学
び
が

継
続
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く

と
と
も
に
、
き
め
細
か
な
情
報
提

供
を
行
い
な
が
ら
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
な
ん
で

も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整

備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

教
職
員
や
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
の
も
と
、
小
学
生
を
対
象

と
し
た
学
社
連
携
事
業
愛
別
天
神

ク
ラ
ブ
を
長
期
休
業
期
間
中
に
実

施
し
、
勉
強
や
運
動
、
体
験
活
動

な
ど
を
通
し
て
、
学
力
・
体
力
の

向
上
と
将
来
の
夢
を
目
標
に
変
え

て
い
け
る
よ
う
、
仲
間
と
共
に
学

ぶ
機
会
を
提
供
し
、
生
き
抜
く
力

を
培
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
生
を
対
象
に
、
民

間
学
習
塾
か
ら
講
師
の
派
遣
を
受

け
実
施
す
る
愛
別
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゼ

ミ
を
通
し
て
、
新
た
な
教
育
環
境

の
中
か
ら
学
び
の
ヒ
ン
ト
が
実
感

で
き
る
よ
う
、
学
校
と
も
連
携
し

な
が
ら
、
家
庭
学
習
の
動
機
づ
け

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

公
民
館
図
書
室
に
つ
い
て
は
、

蔵
書
の
充
実
や
読
書
に
親
し
み
や

す
い
魅
力
あ
る
図
書
室
づ
く
り
を

進
め
る
と
と
も
に
、
読
み
聞
か
せ

会
の
協
力
の
も
と
、
読
み
聞
か
せ

を
通
し
て
乳
幼
児
を
持
つ
親
子
の

絆
を
深
め
、
読
書
活
動
か
ら
表
現

力
や
情
操
の
向
上
を
図
る
な
ど
、

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
育
む

一
助
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

な
お
、
町
民
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
北
海
道
立
図

書
館
や
旭
川
市
立
図
書
館
な
ど
の

蔵
書
貸
出
事
業
も
積
極
的
に
活
用

す
る
と
と
も
に
、
共
生
型
交
流
館

ぽ
ん
て
に
開
設
し
た
ま
ち
な
か
文

庫
に
お
い
て
も
、
親
子
で
図
書
に

親
し
み
、
多
く
の
方
々
と
の
交
流



が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
自
動
車
文
庫
ａ
ｉ
‐
ａ

ｉ
に
つ
い
て
も
、
積
載
図
書
の
定

期
的
な
入
れ
替
え
な
ど
を
行
っ
て

い
く
と
と
も
に
、
近
隣
町
と
の
連

携
で
小
学
生
を
対
象
に
読
書
感
想

文
を
応
募
い
た
だ
く「
愛
Ｌ
Ｏ
Ｖ

Ｅ
ぶ
っ
く
ん
ラ
イ
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
町
民
が

読
書
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

公
民
館
分
館
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
活
動
拠
点
と
し
て
学
習
や

交
流
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
分
館
の

主
催
事
業
を
積
極
的
に
支
援
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
町
職
員
に
よ

る
地
域
担
当
制
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
分
館
事
業
へ
公
民
館
職
員
の

参
加
・
派
遣
を
積
極
的
に
行
い
、

協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

酸
文
化
の
振
興　
　
　
　
　
　
　

　

文
化
活
動
は
、
人
々
の
心
や
暮

ら
し
に
豊
か
さ
と
ゆ
と
り
を
与

え
、
生
活
に
新
し
い
ヒ
ン
ト
や
考

え
る
き
っ
か
け
が
得
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
文
化
連
盟
や
そ
の
加
盟
団

体
、
文
化
活
動
に
取
り
組
む
サ
ー

ク
ル
等
の
活
動
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力

を
頂
き
、
地
域
に
根
ざ
し
た
文
化

活
動
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
音

楽
行
進
や
文
化
祭
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

舞
台
芸
術
の
鑑
賞
機
会
の
少
な

い
子
ど
も
た
ち
に
、
北
海
道
巡
回

小
劇
場
公
演
な
ど
を
活
用
し
て
、

学
校
授
業
の
中
で
児
童
劇
や
音
楽

な
ど
舞
台
芸
術
の
鑑
賞
を
行
い
、

生
の
芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

古
く
か
ら
引
き
継
が
れ
、
町
無

形
文
化
財
に
指
定
し
て
い
る「
岐

阜
獅
子
神
楽
」
に
つ
い
て
は
、
町

内
小
中
学
校
な
ど
と
の
連
携
で
後

継
者
の
育
成
に
努
め
、
伝
承
保
存

活
動
を
引
き
続
き
支
援
し
て
い
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
古
く
か
ら
受
け

継
が
れ
て
き
た
貴
重
な
文
化
財
・

郷
土
資
料
に
つ
い
て
も
、
そ
の
重

要
性
を
認
識
し
、
文
化
財
調
査
員

と
も
協
力
を
し
な
が
ら
、
文
化
財

収
蔵
庫
の
整
理
・
分
類
作
業
を
進

め
て
い
く
な
ど
、
保
存
保
護
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

酸
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進　
　
　
　
　

　

生
涯
に
わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動

は
、
心
身
の
健
全
な
発
達
を
促
し
、

豊
か
な
人
格
の
形
成
や
健
康
で
充

実
し
た
生
活
を
営
む
上
で
、
極
め

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
誰
も
が
体
力
や
年

齢
に
応
じ
て
気
軽
に
い
つ
で
も

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会

な
ど
の
活
動
を
通
し
て
仲
間
づ
く

り
や
地
域
で
の
交
流
が
で
き
る
よ

う
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介
や

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
マ
ッ
チ
し
た

ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
大
会
な
ど
を
開

催
す
る
ほ
か
、
笹
川
ス
ポ
ー
ツ

財
団
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
に
参
加
し
、

運
動
習
慣
の
定
着
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協

会
が
展
開
す
る「
こ
こ
ろ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
賛
同
し
、
野
球
や

サ
ッ
カ
ー
な
ど
熱
い
心
を
持
っ
た

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
Ｏ
Ｂ
や
Ｏ

Ｇ
を「
夢
先
生
」
と
し
て
迎
え
、

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
夢
を
持

つ
こ
と
や
夢
に
向
か
っ
て
努
力
す

る
こ
と
の
大
切
さ
、
仲
間
と
支
え

合
う
素
晴
ら
し
さ
を
教
え
て
い
た

だ
き
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
人
づ

く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

酸
社
会
教
育
関
係
施
設　
　
　
　

　

社
会
教
育
関
係
施
設
は
、
個
人

の
学
び
や
心
身
を
鍛
え
る
場
で
あ

る
と
同
時
に
、
仲
間
づ
く
り
や
地

域
づ
く
り
の
拠
点
機
能
を
持
つ
施

設
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
指
定
管

理
者
制
度
に
基
づ
き
管
理
運
営
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
施
設
の
機
能
が
十

分
発
揮
で
き
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
や
魅
力
的
な
施
設
を
目
指

し
て
、
計
画
的
な
修
繕
や
環
境
な

ど
に
も
配
慮
し
た
、
安
全
で
利
用

し
や
す
い
施
設
管
理
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
一
時
避
難
所

や
避
難
場
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て

い
る
施
設
も
多
く
、
本
年
度
は
、

南
町
青
少
年
会
館
と
愛
山
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
改
修
工

事
を
行
い
、
災
害
時
に
お
け
る
防

災
機
能
の
発
現
や
地
域
の
絆
づ
く

り
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、
計
画
的

な
施
設
整
備
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

こ
れ
ら
教
育
行
政
の
推
進
に
あ

た
り
、「
北
海
道
教
育
推
進
計
画
」

（
平
成
30
年
度
〜
令
和
４
年
度
）

や「
上
川
管
内
教
育
推
進
の
重
点
」

を
は
じ
め
、「
第
11
次
愛
別
町
振

興
計
画
」
を
基
本
と
し
て
、
町
民

の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
た
め
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
と
よ
り
一
層

連
携
を
深
め
、
未
来
の
担
い
手
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
を
し
っ
か
り
と

育
み
、
生
涯
を
通
し
て
豊
か
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
生
涯
学
習
社
会

の
構
築
に
向
け
、
各
種
施
策
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

以
上
申
し
上
げ
、
令
和
２
年
度

教
育
行
政
執
行
方
針
と
い
た
し
ま

す
。



第１１次愛別町振興計画・
第２期愛別町まち・ひと・しごと創生総合戦略　
　　　　　　　　　　　　　を策定しました
　令和２年度から１０年間のまちづくりの指針となる、「第１１次愛別町振興計画」を策定しました。令和２年度
の愛別町の予算は、本計画の体系に沿って編成されています。合わせて、令和２年度から５年間の地方創生を
積極的に推進するための指針となる「第２期愛別町まち・ひと・しごと創生総合戦略」についても策定しました。
　それぞれの内容については、各ご家庭に配布しています、第１１次愛別町振興計画・第２期愛別町まち・ひと・
しごと創生総合戦略（概要版）をご覧ください。

１．健やかでやさしい愛別 
　　（健康・福祉・子育て分野）

２． 安全・安心で快適な愛別 
　　（生活環境分野） 

３． 豊かで活力に満ちた愛別 
　　（産業分野）

４．人と文化が輝く愛別
　　 （教育・文化分野）

５．明日への基盤が整った愛別 
　　（生活基盤分野） 

６．力を合わせてつくる愛別 
　　（共生・協働・行財政分野） 

①保健・医療  
②子育て支援
③高齢者支援
④障がい者支援
⑤地域福祉

①消防・防災
②交通安全・防犯
③環境・景観・霊園
④上・下水道
⑤公園・緑地  

①農業
②林業
③商工業
④観光
⑤労働  

①学校教育
②社会教育
③文化芸術
④スポーツ

①土地利用
②道路・公共交通
③情報化・技術革新
④住宅、 定住・移住対策  

①地域間交流
②コミュニティ
③町民参画・協働
④行財政  

基本目標 施策項目

振興計画将来像

子どもの笑顔かがやく 恵みの大地 あいべつ



愛別町教育振興基本計画を策定しました
　愛別町の新しい時代の教育の基本的な方向性を明らかにし、教育施策を総合的かつ計画的に進めるため、令
和２年度を初年度とし、令和６年度を目標年度とする「愛別町教育振興基本計画」を策定しました。
　愛別町の将来的な課題を踏まえ、教育施策の総合的な計画として、町が
目指す新しい時代の教育の全体像を明らかにし、地域・家庭・学校との連携
と協働を図りながら本町教育の一層の推進を図ります。
　計画の内容については、町ホームページ上に全文と概要版が掲載されます
ので、ご覧ください。

愛別町教育目標
心の豊かさを求め、自己の充実と生活の向上を図り、伸びゆくまちづくりをめざして

　今日の社会に目を向けると，少子高齢化や核家族化の進行，グローバル化や情報化の進展などによ
り教育環境が大きく変化しており，これらに伴う多くの課題が指摘されています。また，人口減少への
対応や地域コミュニティ機能の弱体化など，様 な々地域活動を行う上での課題が顕在してきています。
　次代を担う子どもたちが、社会の変化に柔軟に対応し新しい時代を切り拓く力を身に付け、他人を思
いやる豊かな心を育むことができるよう教育の質の向上を図るとともに、生涯学習においても、町民一
人一人が生涯にわたって学び続け、健康で生きがいのある充実した人生を送ることができる社会を実現
するため、教育の果たす役割は、ますます重要となってきています。
　このたび策定した「愛別町教育振興基本計画」は、今後の５年間を見据え、本町の教育の目指す姿
として基本方針、推進目標、主要施策を体系的にまとめたものです。
　学校教育分野と家庭教育分野については、「学校教育推進目標」や「家庭教育目標」、平成２７年度
に策定された「教育の振興に関する施策の大綱※（教育大綱）」の理念を基に、基本方針や推進目標、
主要施策を策定しました。また、社会教育分野では、平成２７年度からの「第８次愛別町社会教育振
興計画」を踏襲するとともに、学校教育や家庭教育分野との関連を考慮しながら、総合的に３分野の
体系化を図りました。

●この計画は、教育の基本的な目標や具体的な施策の方向など、今後の愛別町の教育が目指すべき
方向を明らかにするものです。 
●この計画は、「第１１次愛別町振興計画」を上位計画とし、教育・文化分野の「人と文化が輝く愛別」
の基本目標を達成するためのものです 。
●この計画は、愛別町教育大綱との整合を図り、教育施策を総合的、体系的に推進し、地域社会全
体の教育力の向上と生涯学習社会の実現を目指すためのものです 。
●この計画は、教育基本法第 17条第 2項に基づく教育行政計画として位置づけます。

１．学習に励み　知識や技能を養い、正しく判断して実践する町民の育成につとめる
２．自然や文化を愛し、活力のある美しい郷土を築く町民の育成につとめる　
３．運動やスポーツに親しみ、たくましい心と体をもつ町民の育成につとめる
４．正しい勤労観を養い　強い意志力をもって、産業の発展につくす町民の育成につとめる
５．社会の一員としての自覚をもち、公民として信頼と尊敬を得る町民の育成につとめる

計画策定の趣旨

計画の位置づけ



会　　計　　名 本年度予算 前年度予算 比　　較 増減率

一　般　会　計 ３４億５９００万０千円 ３３億２０００万０千円 １億３９００万０千円 ４．２％

特　

別　

会　

計

国民健康保険 ４億１２０９万３千円 ４億２９４０万９千円 △１７３１万６千円 △４．０％

国民健康保険愛別診療所 １億３７７５万９千円 １億５４８３万４千円 △１７０７万５千円 △１１．０％

後期高齢者医療 ５３８６万９千円 ５１２６万０千円 ２６０万９千円 ５．１％

介護保険事業 ５億５３２４万３千円 ５億４９５３万６千円 ３７０万７千円 ０．７％

公共下水道事業 １億９４２２万８千円 ３億５８４５万８千円 △１億６４２３万０千円 △４５．８％

小　　　　計 １３億５１１９万２千円 １５億４３４９万７千円 △１億９２３０万５千円 △１２．５％

企
業
会
計

簡易
水道事業

収益的収支 １億５１４７万３千円 １億５３７５万９千円 △２２８万６千円 △１．５％

資本的収支 ２億６９３８万４千円 ２億８５８９万４千円 △１６５１万０千円 △５．８％

小　　　　計 ４億２０８５万７千円 ４億３９６５万３千円 △１８７９万６千円 △４．３％

合　　　　　計 ５２億３１０４万９千円 ５３億３１５万０千円 △７２１０万１千円 △１．４％

　愛別町は、平成３０年度決算において、実質収支では１億１０４万７千円の黒字となっており、また、財政健
全化法に基づき公表が義務付けられた４つの財政指標についても、実質公債費比率が６．６％（前年度５．７％）、
将来負担比率が１７ .７％（前年度１１ .７％）と、いずれも国が定めた早期健全化基準の範囲内ではあるものの、
地方交付税の減額、充当可能基金繰入額の増加により財政の硬直化は否めません。
　近年の地方交付税については、町道の減少等により、実質的な減額推移となっています。さらに、人口減
少対策や公共施設等の老朽化対策費の増加も見込まれることから、年々多様化する住民要望に対応するため
の各種行政サービスの持続性確保に向けた取り組みが求められます。
　令和２年度においては、「第１１次愛別町振興計画」の初年度にあたり、これまでの行財政改革や第１０次愛
別町振興計画による成果を継承しながら、農業や子育て・教育環境をはじめとする本町の特性・資源をさらに
生かし、子どもが健やかに育ち、多くの人々が訪れるよう愛があふれるまちを目指し基本テーマである『子ど
もの笑顔かがやく恵みの大地　あいべつ』の実現に向けた将来の “あいべつ ”の土台づくりであることを踏ま
え、予算編成を行いました。

民生費
５億１８７７万７千円（１５％）
福祉事業、乳幼児保育、
医療給付等

衛生費
２億８８６７万６千円
（８．３％）
各種検診、予防接種、
環境整備、塵芥処理等

農林水産業費
２億２９７０万７千円（６．６％）
農林業の振興等土木費

５億６３６７万２千円
（１６．３％）
道路工事、公園、
公営住宅の管理等

消防費
２億５６６９万３千円
（７．４％）
消防行政に
関する経費

教育費
２億２６５５万３千円
（６．５％）
学校教育、生涯学習、
スポーツ振興等

公債費
３億６５７４万１千円
（１０．６％）
施設整備のための
借入金の元金や利
子の返済等

職員給与費
５億３５３７万３千円（１５．５％）
職員の給与等

その他　１億７９０万４千円（３．２％）
商工費…５０３６万１千円
議会費…３４９３万８千円
予備費…２０００万円　等

町税
２億４７６９万５千円（７．２％）
皆さまから納めて
いただいた税金

地方交付税
１７億１７００万円（４９．６％）
国税の中から一定のルール
に基づき交付される収入

使用料及び手数料
７４６９万２千円（２．２％）
町が施設やサービス等を提供す
ることによって得る収入等

国庫・道支出金
４億９３２５万９千円
（１４．３％）
特定の事業費の
財源として国や
道から交付され
る収入等

その他
５億７７３万１千円
（１４．７％）
各種交付金
及び財産収入等

町債
４億１８６２万３千円（１２．１％）
主に施設整備等に
充てるための借入金等

総務費
３億６５９０万４千円（１０．６％）
総務、企画、税務、庁舎管理等



→
≪総務費≫

１３万４９４８円
行政全般の運営管理に

≪民生費≫

１９万９６４円
児童・高齢者・
障がい者の福祉に

≪衛生費≫

１０万５６６７円
検診やゴミ処理などに

≪農林水産業費≫

８万４０２４円
農林業の振興に

≪土木費≫

２０万７５１４円
道路・住宅・
下水道の整備に

≪消防費≫

９万４２０９円
消防・救急などに

≪教育費≫

８万２７５１円
学校教育や生涯学習に

≪公債費≫

１３万４９４８円
借金の返済に

≪職員給与費≫

１９万７３３０円
職員の給与に

【第１１次愛別町振興計画実行計画書施策体系】

■保健・医療
①保健推進事業 ４９万５千円

②きのこの里健康マイレージ実施事業 １０万２千円

③成人歯科保健事業 １２万４千円

④後期高齢者医療広域連合受託事業 １１６万０千円

⑤乳幼児健康診査事業 ７４万４千円

⑥幼児歯科健診事業 １２万０千円

⑦予防接種実施事業 ９１３万９千円

⑧任意予防接種費用助成事業 ９万５千円

⑨子ども任意予防接種費用助成事業 ８８万４千円

⑩感染症対策事業 １０２万６千円

⑪食育事業 ３万８千円

⑫診療所建設事業 ２０９６万６千円

　・愛別町立診療所の外構工事

■子育て支援
①結婚新生活支援事業 ３０万０千円

②妊産婦健康診査事業 １７１万２千円

③妊産婦安心出産支援事業 ２９万２千円

④産後ケア事業 ９万９千円

⑤不妊治療費助成事業 ５０万０千円

⑥児童生徒入学通学応援事業 ４４４万９千円

⑦子ども一時預かり利用料助成事業 ６万２千円

⑧君の椅子実施事業 １１５万８千円

⑨未熟児養育医療給付事業 ３０万８千円

⑩乳幼児等医療給付事業 ８８２万４千円

⑪ひとり親家庭等医療費助成事業 １６０万４千円

■高齢者支援
①【新規】特別養護老人ホーム施設大規模改修事業 ５１１万５千円

　・特別養護老人ホーム大規模改修費への助成

②食の自立支援事業 ７０万６千円

③緊急通報装置設置管理事業 ２３万９千円

④軽度生活援助事業 ５３６万６千円

⑤高齢者等交通費助成事業 ４４３万３千円

⑥寝具クリーニング費助成事業 ５万０千円

⑦福祉有償運送事業 ２１万２千円

⑧家族介護支援事業 ３６万０千円

⑨介護保険事業費低所得者利用者負担軽減事業 １０７万２千円

⑩地域福祉サービス事業 ６４万６千円

⑪老人クラブ活動支援事業 ５５万０千円

⑫老人クラブ連合会活動支援事業 ９７万８千円

⑬生きがい活動支援通所事業 １４０万４千円

■障がい者支援
①補装具費支給事業 １００万０千円

②療養介護医療提供事業 ９３万４千円

③障害福祉サービス事業 １億３８８７万８千円

④障害者自立支援医療給付事業 １２３万２千円

⑤地域生活支援事業 ２０３万１千円

⑥重度心身障害者医療費助成事業 ７００万６千円

⑦児童発達支援等通所交通費助成事業 １８万６千円

■地域福祉
①民生委員協議会活動支援事業 １４２万２千円

②社会福祉協議会活動支援事業 １７２８万３千円

③保護司会活動支援事業 １０万１千円



■消防・防災
①【新規】防災ハザードマップ作成事業 ２８６万０千円

　・自然災害が発生した際の、被害が想定される区域や避難
　　場所を示す、防災ハザードマップの作成

②【新規】防災備蓄品・備品整備事業 ２７５万２千円

　・防災用の備蓄品や備品の購入

③河川維持補修事業 ４１９万０千円

④【新規】河川等緊急浚渫事業 ９９０万０千円

　・河川の水が安全に流下するよう行う整備

⑤ペンケメムナイ川河床整備事業 １９８万０千円

⑥愛別川河川維持委託事業 ２８０万２千円

⑦【新規】水槽付消防ポンプ自動車更新事業 ８８５１万６千円

　・水槽付消防ポンプ車の購入

⑧消火栓新設工事 ３２０万１千円

■上・下水道
①浄化槽設置整備事業 １８１万８千円

②浄化槽維持管理事業 ３２２万０千円

③終末処理場改築更新事業 ３５００万０千円

④汚水枡整備事業 ９９万０千円

⑤上水道施設整備事業（単独） １４４９万８千円

⑥上水道施設整備事業（国庫） １億５４２２万０千円

■交通安全・防犯
①交通安全対策事業 ８０万０千円

②舗装道路区画線吹付け事業 ８８万０千円

■環境・景観・霊園
①ガーデニング普及事業 ９万３千円

②ごみステーション整備事業 ７万０千円

■公園・緑地
①農村公園管理事業 ２５２万６千円

②愛別公園管理事業 ３４万９千円

③リバーフロントパーク管理事業 ７６５万６千円

④オートキャンプ場管理事業 ９２９万３千円

■農業
①生産基盤整備事業 ６７８万０千円

②農業水路等長寿命化・防災減災事業 ９１万０千円

③国営緊急農地再編整備事業 ４８０万０千円

④国営農地換地計画事業 １１４９万７千円

⑤良質米生産振興事業 ５０万０千円

⑥良質米生産対策事業 ３５０万０千円

⑦【新規】スマート農業推進事業 ４５０万０千円

　・農業関連 ICT機器導入に対する支援

⑧経営所得安定対策推進事業 ２１７万４千円

⑨産業振興総合補助事業 ９０万０千円

⑩農地等集積事業 ４００万０千円

⑪農地中間管理事業 １１４万３千円

⑫機構集積協力金交付事業 ３４６万８千円

⑬農業担い手育成対策事業 １２万１千円

⑭農業次世代人材投資事業 １５３万７千円

⑮農用地利用改善事業 ５６万０千円

⑯中山間地域等直接支払交付金事業 ４７２万７千円

⑰多面的機能支払交付金事業 ５４１７万８千円

⑱国営造成施設管理体制整備促進事業 ３１４万８千円

⑲体験農園管理事業 １１９万８千円

⑳特用林産物生産施設等整備事業 ７３３０万０千円

㉑地域特産物振興事業 １０２３万３千円

■林業
①町有林下刈事業 １７１万５千円

②境界刈り事業 ６２万０千円

③町有林植栽事業 ６４４万７千円

④未来につなぐ森づくり推進事業 ４７４万６千円

⑤林道維持管理事業 ７３万０千円

⑥【新規】森林活性化対策事業 １２８万０千円

　・私有林の森林整備及び各種免許取得に対する助成

■商工業
①商工振興事業 ７３０万０千円

②商店街活性化支援事業 ２００万０千円

③蔵KURARAら管理事業 ６１８万１千円

④中小企業融資利子補助事業 ７８万４千円

⑤地域経済活性化事業 ９００万０千円

■観光
①大雪カムイミンタラDMO連携事業 １５万４千円

②きのこの里フェスティバル支援事業 １５０万０千円

③あいべつ夏まつり支援事業 ８０万０千円

■労働
①【新規】労働支援対策事業 １５８万０千円

　・後継者定着給付金、後継者結婚祝い金、就職支援給付金
　　の給付

②外国人介護福祉人材育成支援事業 １２８０万０千円



■学校教育
①教育ＩＣＴ推進事業 １６７万８千円

②教具整備事業 ６６万０千円

③英語指導助手配置事業 ９２４万３千円

④特別支援教育支援員配置事業 ８６３万２千円

⑤特別教育活動支援事業 １６０万７千円

⑥生徒学力向上事業 ３６万０千円

⑦心と命の授業実施事業 １５万０千円

⑧高等養護学校教育振興事業 １４３万０千円

■文化芸術
①芸術文化振興事業 ３８万０千円

②芸術鑑賞事業 ３３万６千円

③無形文化財保存事業 ３０万７千円

■社会教育
①公民館講座教室実施事業 ７０万４千円

②読書活動推進事業 ７万５千円

③成人式実施事業 ８万２千円

④公民館等施設耐震化及び改修事業 ４９６７万６千円

■スポーツ
①チャレンジデー実施事業 １５万０千円

②夢の教室開催事業 ５３万４千円

③社会教育団体活動奨励事業（スポーツ） ７８万７千円

■土地利用
①土地利用規制等対策事業 ５万１千円

■住宅、定住・移住対策
①【新規】公営住宅等長寿命化計画策定事業 ５８６万３千円

　・安全で快適な公営住宅等を維持していくための「公営住
　　宅長寿命化計画」の見直し

②公営住宅等改修整備事業 ４０４万８千円

③北振団地公営住宅等整備事業 １億５１４１万５千円

④民間住宅助成事業 ９１万０千円

⑤【新規】空き家等総合対策事業 １９万４千円

　・空き家情報の発信や、空き家対策のための協議会の設立、
　　計画策定等の実施

⑥定住・移住促進空き家改修支援事業 ２２０万０千円

⑦移住就業・起業支援事業 １００万０千円

⑧地域おこし協力隊活用事業 １３４５万２千円

■道路・公共交通
①防災カルテ作成事業 ３１万９千円

②道路維持補修事業 ３７４０万０千円

③道路除排雪事業 ６８９２万７千円

④公共施設長寿命化修繕事業 １億１２６９万５千円

⑤町営デマンドバス運行事業 ３９１万３千円

⑥ＪＲ石北本線支援事業 １００万０千円

■情報化・技術革新
①【新規】情報通信施設機能強化整備事業 ７１７３万９千円

　・災害時にの停電に対応するため、現行のＩＰ告知端末から
　　ＦＭ告知端末へ更新・情報通信施設機能の強化

②情報通信施設管理事業 １０１３万５千円

■町民参画・協働
①町広報紙作成事業 ２９８万５千円

②番組制作放送事業 ９３万５千円

③広報広聴推進事業 ６２万０千円

④土木奨励事業 ２０万３千円

■地域間交流
①少年愛のまち交流事業 １３８万８千円

②ふるさと会等交流事業 ９１万６千円

■コミュニティ
①まちづくり推進事業 ４５万０千円

②共生型交流実施事業 １１０万１千円

③集落支援員活用事業 ２０１万６千円

■行財政
①ふるさと納税実施事業 ２８７３万５千円

②北海道後期高齢者医療広域連合連携事業 ４９４５万９千円
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２
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。
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２
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テ
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。

　

こ
の
度
の
ご
寄
贈
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
寄
贈
い
た
だ
い
た
マ
ス
ク
や

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
に
つ
き
ま
し
て
は
、

人
数
分
の
マ
ス
ク
が
入
手
困
難
と
な
っ

て
い
る
町
内
の
社
会
福
祉
施
設
を
中
心

に
、
小
・
中
学
校
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
、
診

療
所
等
に
て
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

新型コロナウイルス感染症の
感染拡大防止にご協力ください

UHB「地デジ広報」で関連情報をお知らせしています
　新型コロナウイルスに関連する情報は、随時、町のホー
ムページのほか、地上デジタル放送８チャンネルＵＨＢの
データ放送「地デジ広報」でもお知らせしています。ＵＨＢ
にチャンネルを合わせ、リモコンのｄボタンを押し、「地デ
ジ広報」のメニューを選ぶとご覧いただけます。

感染を予防するために

このような症状がある時は注意してください

　新型コロナウイルス感染症は、一般的な風邪やインフルエンザと同様、飛沫感染（感染者のくしゃみ、咳、つば等
と一緒にウイルスが放出され、そのウイルスを口や鼻から吸い込んで感染する）と接触感染（ウイルスが付着した手で
口や鼻を触り、粘膜から感染する）によりうつると言われています。日常生活では以下のことに気を付けてください。

こまめな手洗い 咳エチケット 人ごみを避ける 体調管理

外出から帰った後や食事
の前などに、こまめに手
を洗いましょう。

咳やくしゃみの症状がある
ときは、マスクを着用する
か、ハンカチやティッシュ、
上着の袖で口を覆いましょ
う。

特に持病がある方、高齢
の方は、できるだけ人が
多く集まる場所を避けてく
ださい。

栄養バランスの良い食事
や、十分な睡眠などを心
掛けましょう。

　新型コロナウイルス感染症は、発熱やのどの痛み、１週間程度続く咳、強いだるさ（倦怠感）の症状があることが
多いです。感染してから発症するまでの期間は１～１２日（５～６日が多い）と言われています。
　発熱や風邪の症状が見られるときは、学校や仕事を休んで自宅で療養し、外出を控えるようにしてください。
　また、◆風邪の症状や３７．５℃以上の発熱が４日以上続いている（解熱剤を飲み続けている場合を含む）◆強いだ
るさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある場合には、下記の「帰国者・接触者相談センター」にご相談ください。
※高齢者や、糖尿病・心不全・呼吸器疾患のある方、透析を受けている方は、上記の症状が 2日以上続く場合。

■帰国者・接触者相談センター
　上川保健所
　☎０１６６‐４６‐５９９２
　受付時間：平日　８時４５分～１７時３０分
　北海道保健福祉部健康安全局地域保健課
　☎０１１‐２０４‐５０２０
　受付時間：２４時間受付

※感染が心配な場合は、不要不急の外出をなるべく控え、人ごみを避けるために、買い物等は愛別町内で済ませる
等の対策をすることをおすすめします。
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表
彰
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賞
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令
和
元
年
度
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
に
３
名
、
特
別
表
彰
に

１
団
体
と
１
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
の
受
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か
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申
し
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げ
、
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さ
れ
た
皆
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績
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し
ま
す
。

　

な
お
、
２
月
28
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
愛
別
町
教
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表

彰
授
賞
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は
中
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し
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美
深
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等
養
護
学
校
あ
い
べ
つ
校
３
年
）

　

平
成
30
年
７
月
に
岩
見
沢
市
で
開
催
さ
れ
た
第
56
回
北

海
道
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
陸
上
競
技
女
子
２
０
０
ｍ
で

第
１
位
の
成
績
を
収
め
ら
れ
、
令
和
元
年
10
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に
茨
城
県

で
開
催
予
定
で
あ
っ
た
第
19
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
北
海
道
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
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江　
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北
海
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護
学
校
あ
い
べ
つ
校
３
年
）

　

平
成
30
年
７
月
に
岩
見
沢
市
で
開
催
さ
れ
た
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56
回
北

海
道
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
陸
上
競
技
男
子
１
，
５
０
０
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で
第
１
位
の
成
績
を
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め
ら
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、
令
和
元
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月
に
茨
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県
で
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予
定
で
あ
っ
た
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年
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平
成
30
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７
月
に
岩
見
沢
市
で
開
催
さ
れ
た
第
56
回
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海
道
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害
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ポ
ー
ツ
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技
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０
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選
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※
３
名
が
出
場
予
定
だ
っ
た
第
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回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
は
台
風
19
号
の
影
響
を
受
け
て
中
止
と
な
り
ま
し

た
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■
特
別
表
彰

愛
別
中
学
校
吹
奏
楽
部　

様 
　

日
頃
か
ら
部
活
動
に
取
り
組
み
、
令
和
元
年
11
月
、
東

京
都
で
開
催
さ
れ
た
第
25
回
日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト

全
国
大
会
に
出
場
し
、
優
秀
賞
お
よ
び
特
別
賞
の
ヤ
マ
ハ

賞
を
受
賞
さ
れ
る
な
ど
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

梅
津　

寛
人　

様 

（
愛
別
中
学
校
３
年
）

　

日
本
少
年
野
球
連
盟
北
海
道
支
部
の
旭
川
大
雪
ボ
ー
イ

ズ
に
所
属
さ
れ
、
令
和
元
年
６
月
に
開
催
さ
れ
た
第
７
回

日
本
少
年
野
球
北
海
道
選
手
権
大
会
で
優
勝
さ
れ
、
令
和

元
年
８
月
に
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
た
第
50
回
記
念
日
本
少

年
野
球
選
手
権
大
会
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

愛東地区へホワイトデーの
メッセージを送りました

　昨年愛東地区を訪問した子ども達が、ホームステイでお世話
になった家族や関係者の方 へ々メッセージカードを作成し、２月
に届いたバレンタインチョコのお返しとして、お菓子と一緒に贈
りました。
　例年のような子ども達全員が集まっての作成はできませんで
したが、それぞれが自宅で、想いを込めたメッセージカードを
作りました。



国民年金保険料は納付期限までに納めましょう！

国民年金保険料免除等の申請について
　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金
や遺族基礎年金を受けられない場合があります。
　経済的な理由等で、国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・猶
予となる「保険料免除制度」や「納付猶予制度（５０歳未満）」がありますので、住民登録をしている市
（区）役所・町村役場の国民年金窓口で手続きをしてください。申請書は、窓口に備え付けてあります。
　令和２年分（令和２年７月分から令和３年６月分まで）の免除等の受付は令和２年７月１日から開
始されます。
　また、申請時点の２年１ヵ月前まで遡って申請することができます。
　失業等により保険料を納付することが経済的に困難になったものの、申請を忘れていた期間がある
方は、市（区）役所・町村役場の国民年金窓口又は年金事務所へご相談ください。

　令和２年４月分から令和３年３月分までの国民年金保険料は、月額１６，５４０円です。
　保険料は、日本年金機構から送付される納付書により、金融機関・郵便局・コンビニエンスストアで
納めることができます。クレジットカードやインターネット等を利用しての納付、そして便利でお得な口
座振替もありますので、ご利用ください。
　また、日本年金機構では、国民年金保険料を納付期限までに納めていただけない方に対して、電話・
文書・訪問により早期に納めていただくよう案内を行っております。現在、不審な電話や訪問が相次い
で発生しておりますが、日本年金機構からは案内のみで、実際に徴収を行いませんので、現金やクレジッ
トカードをお渡ししないようご注意ください。

■問い合わせ先　税町民課国民年金係　☎６‐５１１１（内線１１５）
　　　　　　　　旭川年金事務所お客様相談室　☎０１６６‐７２‐５００４
　　　　　　　　※自動音声案内後「１」を押した後に「２」を押してください。

国民健康保険愛別町立診療所の
診療時間・担当医が変わります

月 火 水 木 金 土

午前
８：３０～１２：００

的場所長 的場所長 赤間医師 椎名医師 椎名医師 休

午後
１３：３０～１７：００

的場所長 的場所長 赤間医師 椎名医師 椎名医師 休

　４月１日より、水曜日に旭川ペインクリニック院長赤間保之医師に診察していただくことになりました。
　また、これまで木曜日の午後は休診とさせて頂いておりましたが、椎名弘忠医師に診察して頂くこととなりま
したのでお知らせいたします。
　４月からの診察日は下記のとおりとなります。



愛別町農業委員会委員を募集します

斬農業委員会委員の業務

▪農地法等の権限事務について、審査及び決定。
　農業委員会総会、研修会等へ出席し、農地法等の権

限に属された事項の審議。

▪農地等の利用最適化の推進
　担い手への農地利用の集積・集約化、耕作放棄地の発

生防止・解消、新規参入の促進。

▪法人化その他の農業経営の合理化に関する事務
▪農業に関する調査及び情報提供の事務
斬推薦及び応募について

●地区・全域からの推薦
　農業者等３名以上が連名し、代表者が文書をもって

推薦します。

●団体からの推薦
　農業者の組織する団体等の代表者が文書をもって推

薦します。

●一般応募
斬推薦・応募の農業委員数

　１４名

斬推薦・応募の資格

▪愛別町に住所を有する者。ただし、特別な事情があ
る場合は、この限りではありません。

▪愛別町教育委員、固定資産評価審査委員会委員でな
い者。

▪愛別町の職員でない者。

※以下の方は推薦及び応募ができません。

・破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者。

・禁固以上の刑に処せられ、その執行が終わるまで、又

は受けることがなくなるまでの者。

斬提出書類

●推薦の場合

・愛別町農業委員会委員候補者推薦届出書（個人用）

・愛別町農業委員会委員候補者推薦届出書

　（法人・団体用）

・愛別町農業委員会委員候補者推薦承諾書

・代表者証明書

●応募の場合

・愛別町農業委員会委員候補者応募届出書

※書類の請求については、愛別町農業委員会までご連

絡いただくか、愛別町のホームページよりダウンロー

ド願います。

斬推薦・応募の期間

　４月１日（水）～４月３０日（木）まで
斬選任方法

　推薦・応募の理由、年齢、性別、地域等を考慮し、愛

別町農業委員会委員候補者評価委員会において審査を

行い、町長が議会の同意を得て任命します。

斬農業委員会委員の任期

　令和２年７月２０日～令和５年７月１９日まで

■問い合わせ先

　愛別町農業委員会　☎６‐５１１１（内線２２６）

　現在の愛別町農業委員会委員の任期が令和２年７月１９日をもって満了となります。つきましては、令和２年７月２０

日付で新たな農業委員会委員を任命することとなりますので、農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進

に関する事項及び農業委員会の所掌に属する事項に関し、その職務を適切に行うことができる方の推薦又は応募を行い

ます。具体的な業務と募集方法については下記のとおりです。

　納税者が本人の土地や家屋の価格（評価額）と他の
所有者の土地や家屋の価格を比較できるよう、次のとお
り土地及び家屋価格等縦覧帳簿が縦覧できます。なお、
縦覧にあたっては、本人確認のできるもの（運転免許証、健
康保険証等）をご持参ください。
斬期間
　４月１日（水）～７月３１日（金）※土日祝日を除く
　８時３０分～１７時１５分
斬場所
　役場１階税町民課資産税係

斬縦覧できる方
　固定資産税の納税者、固定資産税の納税者の代理人。
　ただし、固定資産を所有していても、免税点未満等で課
税されていない方は縦覧できません。
斬縦覧帳簿記載内容
　土地価格等縦覧帳簿：所在、地番、地目、地積、価格
　家屋価格等縦覧帳簿：所在、家屋番号、建築年、種類、
                                    構造、床面積、価格

固定資産 土地・家屋価格等の縦覧について

■問い合わせ先
　税町民課資産税係　☎６‐５１１１（内線１１８）



症状のない病気を早期に発見するには、定期的に健康診断を受けることが大切です。自らの健康を守
るためにも、年に 1度、健診・がん検診等を受けましょう。

■問い合わせ先
　保健福祉課保健推進係　☎６‐５１１１（内線１４３）

☆大人の健康診査・各種検診

■健康診査の対象　　　　　　　　　　　　　　   
・１９～３９歳の方
・４０～７４歳の国民健康保険に加入している方
・後期高齢者医療制度に加入している方

■各がん検診・肝炎ウイルス検診、骨検診、歯科検診
・医療保険に関係なく、町の検診を利用できます。
・受診できる方の対象年齢が、各検診ごとに決まって
います。

　

検　診　日 会　場

７月２８日（火） 中里母と子憩の家

７月２９日（水） 愛別地区農業研修センター

７月３０日（木） 愛山公民館

８月１日（土） 総合センター

８月２日（日） 総合センター

１０月１５日（木） 総合センター

検　診　日 対象地区

６月１５日（月）

全地区対象令和３年
２月１７日（水）

検　診　日 会　場

１２月１８日（金） 総合センター

４月中旬に、健診申し込み用紙とアンケートを
各戸に配布します。検査内容・料金・受診期間等
はそちらをご覧ください。

■骨検診（骨粗しょう症検診）　　　　　　　　　　   
・国民健康保険愛別町立診療所での個別受診となり
ます。

■歯科検診　　　　　　　　　　　　　　　　　   
・１９歳から受診できます。
・愛別歯科医院での個別受診となります。

■乳児健診・１歳６か月児健診・３歳児健診　　　  
　４月１７日、６月１９日、８月２１日、１０月９日、
　１２月１１日、令和３年２月１２日
　（偶数月第２もしくは第３金曜日）
■５歳児健診　　　　　　　　　　　　　　　　  
　令和２年度から始まる健診です。　
　９月３０日（水）、令和３年３月１０日（水）

■幼児歯科健診　　　　　　　　　　　　　　　  
　７月１５日（水）、令和３年１月２７日（水）

・会場はすべて総合センターです。
・乳児健診の対象は、１～１２か月児となります。
・子どもの健診は、健診の２週間前に対象者に
　案内をお送りします。

☆子どもの健診



毎月、保健師・栄養士が地域の会館等を巡回し、健康相談を実施しています。令和２年度の年間日程は下記の
とおりです。ぜひ、お気軽にお体のことや栄養のことなどの相談にご活用ください！

移動健康相談のお知らせ

実施日 会　場

４月２２日（水） 共生型交流館ぽんて

５月１３日（水） 中里母と子憩の家

６月１７日（水） 厚生会館

７月８日（水） 金富公民館

８月２６日（水） 伏古生活改善センター

９月２３日（水） 愛別地区農業研修センター

１０月２１日（水） 南町青少年会館

１１月１８日（水） 愛山公民館

令和３年１月１３日（水） 共生型交流館ぽんて

２月１７日（水） 南町青少年会館

実施時間は
１３：３０～１４：３０です。

■問い合わせ先
　保健福祉課保健推進係
　☎６‐５１１１（内線１４３）

子育てサポート・のびのび

援助会員大募集中！
　「子育てサポートのびのび」は、育児の援助を受
けたい人と育児の援助を行なってもよい人が会員
となり相互援助活動を行うものです。

☆例えば・・・
　◆保育所・幼稚園などの送り迎えをします。
　◆学校・保育所・幼稚園などの開始前や終了後、参観日や学校行事、兄弟の習い事や試合の応援のとき、
　　通院・介護などで、子どもを連れて出かけにくいときなど　お子さんをお預かりします。
　◆時には子育てを離れて、スポーツやショッピングなど夫婦や自分自身の時間を持つためのお手伝いをします。

★現在、お子さんを預かる援助会員が不足しています！
援助会員には、簡単な研修の受講によって登録することができます。男性の方も大歓迎！

「子育てサポートのびのび」にご協力いただける方は、下記問い合わせ先までご連絡ください。

■問い合わせ先　子育て支援センター（サポのび事務局）　☎６‐５７２６

利用の流れ



　

春
の
匂
い
が
や
っ
て
来
る
と
と
も
に
、

空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時

期
を
迎
え
ま
し
た
。
北
海
道
で
は
、
防
火

意
識
の
向
上
を
図
り
、
火
災
発
生
を
未
然

に
防
ぐ
事
を
目
的
と
し
て
、
全
道
一
斉
に

火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

愛
別
消
防
署
で
は
こ
の
期
間
中
に
、
火

災
予
防
広
報
の
一
環
と
し
て
、
消
防
車
両

に
よ
る
防
火
広
報
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
町

内
の
各
事
業
所
を
訪
問
し
な
が
ら
防
火
を

呼
び
か
け
る
広
報
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
愛
別
消
防
団
で
は
、
一
般
家
庭

へ
の
防
火
訪
問
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
全
道
一
斉　

春
の
火
災
予
防
運
動
期
間

　

４
月
20
日（
月
）
〜
４
月
30
日（
木
）

●
防
火
標
語

　
『
ひ
と
つ
ず
つ　

い
い
ね
！
で
確
認　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

火
の
用
心
』

春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

酸
試
験
日

　

５
月
17
日（
日
）

酸
試
験
地

　

旭
川
市 

他

　
（
会
場
は
受
験
票
で
通
知
さ
れ
ま
す
。）

酸
試
験
の
種
類

●
危
険
物
取
扱
者
試
験

　

甲
種
、
乙
種（
１
〜
６
類
）、
丙
種

●
消
防
設
備
士
試
験

　

甲
種（
第
１
〜
５
類
）

　

乙
種（
第
１
〜
７
類
）

酸
受
験
願
書
の
受
付
期
間

●
書
面
申
請

　

４
月
３
日（
金
）
〜
４
月
10
日（
金
）

●
電
子
申
請

　

３
月
31
日（
火
）
〜
４
月
７
日（
火
）

酸
合
格
発
表
予
定
日

●
危
険
物
取
扱
者
試
験
…
６
月
３
日（
水
）

●
消
防
設
備
士
試
験
…
６
月
17
日（
水
）

酸
申
込
方
法

　

受
験
案
内
・
受
験
願
書
は
愛
別
消
防
署

に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
払
込
手
数
料
の
か
か
ら
な
い
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
電
子
申
請
を
さ

れ
る
方
は『
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
』
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、

愛
別
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
可

能
で
す
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp

令
和
２
年
度
第
１
回

危
険
物
取
扱
者
試
験
・
消
防
設
備
士
試
験

●
自
衛
官
候
補
生

酸
応
募
資
格　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定
月
の
１

日
現
在
、
18
歳
以
上
32
歳
以
下
の
男
女

酸
受
付
期
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           

　

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま
す

酸
試
験
期
日　

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

５
月
17
日（
日
）・
18
日（
月
）

　

い
ず
れ
か
１
日

酸
試
験
会
場　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
北
地
区
隊

　

緯
０
１
６
６
‐
54
‐
５
６
１
７

　

総
務
企
画
課
総
務
係

　

緯
６
‐
５
１
１
１
（
内
線
２
１
５
）

　

雪
解
け
時
期
に
な
る
と
、
雪
の
下
か
ら

解
け
始
め
て
不
安
定
に
な
り
、
さ
ら
に
河

川
や
用
水
路
の
水
が
増
水
す
る
な
ど
極
め

て
危
険
な
状
態
に
な
り
ま
す
。

　

誤
っ
て
転
落
し
死
亡
も
し
く
は
負
傷
す

る
痛
ま
し
い
事
故
が
、
毎
年
各
地
で
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
転
落
事
故
を
防
止
す
る
た

め
、
河
川
や
用
水
路
な
ど
へ
は
近
づ
か
な

い
よ
う
、
皆
様
の
ご
協
力
と
、
子
ど
も
達

へ
の
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

河
川
や
用
水
路
へ
の
転
落
事
故
に
注
意

危険！

自
衛
官
等
募
集
案
内



　

特
別
弔
慰
金
は
、
今
日
の
我
が
国
の
平

和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊

い
犠
牲
に
思
い
を
致
し
、
国
と
し
て
改
め

て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
戦
没
者
等

の
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金（
記
名
国
債
）
を

支
給
す
る
も
の
で
す
。

酸
支
給
対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

令
和
２
年
４
月
１
日（
基
準
日
）に
お
い
て
、

「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や「
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族

年
金
」
等
を
受
け
る
方（
戦
没
者
等
の
妻
や

父
母
等
）
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番

に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

１
．
令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病

　
　

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔

　
　

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

２
．
戦
没
者
の
子

３
．
戦
没
者
等
の 

①
父
母 

②
孫

　
　

③
祖
父
母 

④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を

有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替

わ
り
ま
す
。

４
．
上
記
の
１
か
ら
３
以
外
の
、
戦
没
者

　
　

等
の
三
親
等
内
の
親
族（
甥
、
姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１

年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に

限
り
ま
す
。

酸
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

酸
請
求
期
間

　

令
和
２
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
３
月
31
日

※
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
特
別
弔
慰
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

請
求
手
続
き
な
ど
、
詳
細
は
左
記
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
・
請
求
窓
口

　

保
健
福
祉
課
福
祉
係

　

緯
６
‐
５
１
１
１
（
内
線
１
４
２
）

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

第
11
回
特
別
弔
慰
金
の

　
　
　
　
　

請
求
受
付
が
開
始
さ
れ
ま
す

　

愛
別
町
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
空
き
家
等
の
適
切
な
管

理
に
つ
い
て
、
良
好
な
生
活
環
境
の
保

全
及
び
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

所
有
者
に
は
、
空
き
家
等
を
適
切
に

管
理
し
て
い
た
だ
き
、
町
民
の
皆
様
に

は
、
町
が
実
施
す
る
施
策
へ
の
協
力
や

危
険
な
空
き
家
等
の
情
報
提
供
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
に
は「
愛
別
町
空
き
家
等

対
策
計
画
」
を
策
定
し
、
必
要
な
施
策

を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

「
愛
別
町
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に

　
　
　

関
す
る
条
例
」
の
制
定
に
つ
い
て

　

本
補
助
金
は
空
き
家
の
有
効
活
用
と

定
住
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、　

平
成
27
年
２
月
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま

す
が
、
更
な
る
補
助
金
の
活
用
促
進
を

図
る
た
め
、
建
替
え
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て
も
新
た
に
対
象
と
し
ま
し
た
。

　

補
助
金
の
活
用
予
定
が
あ
る
方
は
、

工
事
着
工
前
に
あ
ら
か
じ
め
下
記
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
企
画
課
政
策
企
画
室

　

緯
６
‐
５
１
１
１
（
内
線
２
１
８
）

「
愛
別
町
定
住
促
進
空
き
家
改
修
支
援
事
業

　

補
助
金
」
の
支
援
内
容
を
拡
充
し
ま
し
た





　

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度

ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る「
第
８

期
愛
別
町
高
齢
者
福
祉
計
画
・
愛

別
町
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策

定
す
る
に
あ
た
り
、
地
域
の
実
情

な
ど
を
把
握
す
る
た
め
、
65
歳
以

上
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
方
を
対
象
に「
介
護
予
防
・
日
常

生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　

調
査
の
内
容
は
、
か
ら
だ
を
動

か
す
こ
と
、
食
べ
る
こ
と
、
毎
日

の
生
活
、
地
域
で
の
活
動
、
た
す

け
あ
い
、
健
康
な
ど
に
関
す
る
こ

と
で
す
。

　

調
査
票
は
、
４
月
中
旬
に
配
付

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

　

☎
６
‐
５
１
１
１（
内
線
１
４
４
）

　

北
海
道
で
は
、
食
品
選
択
や
外

食
摂
取
に
お
い
て
、
健
康
管
理
上

の
適
切
な
選
択
を
支
援
し
、
道
民

の
健
康
づ
く
り
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
令
和
元
年
10
月
よ
り
新

た
な
食
環
境
整
備
事
業
と
し
て
、

「
ほ
っ
か
い
ど
う
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー

ト
レ
ス
ト
ラ
ン
推
進
事
業
」
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。

　

普
段
の
生
活
で
活
用
し
て
い
た

だ
け
る
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
情

報
を
提
供
し
た
り
、
健
康
に
配
慮

し
た
オ
ー
ダ
ー
対
応
や
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
す
る
な
ど
、
道
民
の
皆
様

の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

店
を「
ほ
っ
か
い
ど
う
ヘ
ル
ス
サ

ポ
ー
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
」
と
し
て
登

録
し
て
い
ま
す
。

酸
登
録
対
象
店
舗

　

外
食
料
理
店（
喫
茶
店
を
含
む
）

及
び
そ
う
ざ
い
製
造
業
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ス
ー
パ
ー
、

社
員
・
学
校
食
堂
等
。

酸
登
録
条
件

　

登
録
は
三
ツ
星
制
と
し
て
お

り
、
道
が
提
供
す
る
健
康
情
報
等

の
発
信
を
行
う
こ
と
と
店
内
を
禁

煙
に
し
て
い
る
こ
と
を
必
須
要
件

と
し
、
一
ツ
星
店
と
し
て
登
録
。

　

こ
れ
に
加
え
、
顧
客
の
要
望
に

応
じ
た
健
康
を
支
援
す
る
オ
ー

ダ
ー
対
応
が
で
き
る
店
舗
を
二
ツ

星
、
さ
ら
に
健
康
に
配
慮
し
た
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

メ
ニ
ュ
ー
や
野
菜
た
っ
ぷ
り
メ

ニ
ュ
ー
、
塩
分
控
え
め
メ
ニ
ュ
ー

の
ど
れ
か
一
つ
を
提
供
す
る
お
店

を
三
ツ
星
店
と
し
て
登
録
い
た
し

ま
す
。

　

登
録
店
へ
、
北
海
道
か
ら
健
康

づ
く
り
に
関
連
す
る
情
報
を
、
月

に
一
度
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
配
信

し
、
北
海
道
栄
養
士
会
や
管
理
栄

養
士
養
成
施
設
か
ら
の
普
及
啓
発

ツ
ー
ル
の
配
信
等
も
行
い
ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
全
調
理
師
会
と
協

力
し
た
事
業
の
推
進
な
ど
、
協
力

機
関
と
連
携
し
て
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

　

登
録
届
出
書
は
、
上
川
保
健
所
、

も
し
く
は
北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
入
手
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

上
川
保
健
所

　

☎
０
１
６
６
‐
46
‐
５
９
８
８

北
海
道
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト

　

レ
ス
ト
ラ
ン
推
進
事
業

介
護
予
防
・

日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ

調
査
を
実
施
し
ま
す



～比べないのは当たり前、みんなで上がろう愛の地域（ぶたい）～～比べないのは当たり前、みんなで上がろう愛の地域（ぶたい）～

■相談窓口・問い合わせ先
・上川中部基幹相談支援センター　　当麻町３条東２丁目１１番１号（当麻町役場内）
緯：０１６６-８４-７１１１　胃：０１６６-８４-７３３３　糸：kitayon@potato.ne. jp
・虐待防止センター専用電話　緯：０１６６-８４-７２２２（２４時間対応）

共生型交流館「ぽんて」に相談窓口を次のとおり設置します。当日は、障がいに関するさまざまな相談に上川

中部基幹相談支援センターきたよんの職員が対応します。事前予約は不要ですのでお気軽にお立ち寄りください。

斬日時 ４月１３日（月）　１３：３０～１５：３０

斬場所 共生型交流館「ぽんて」（愛別町字本町１７０番地）
■問い合わせ先

保健福祉課福祉係 緯：６-５１１１（内線１４２）

　障がいのある方やお子さんが地域で安心して暮らしていくため、様々な困りごとの相談に応じ、総合
的なサポートを行う機関で、当麻町・比布町・愛別町・上川町が共同で設置しています。

　２月１９日から２１日の３日間、北海道美深高等養護学校あいべつ校の全校生徒４９名が３グループに分か
れ、町内の消火栓や防火水槽、B&G海洋センターなどの公共施設や特別養護老人ホーム、神社のほか、公
営住宅の軒下などの除雪作業を行いました。
　今年は、雪が少なく除雪量は少なかったですが、除雪場所の地域を広げ、普段からお世話になっている
愛別町への感謝の気持ちを持って、生徒一人一人が一生懸命取り組
みました。除雪中は、たくさんの町民の皆様に励ましや感謝の言葉
をかけていただき、大変ありがとうございました。
　この活動は、地域に貢献することの喜びを感じ、働くことへの意
義や態度を学ぶことを目的に毎年行われており、愛別町と連携した
授業の一環で最高のキャリア教育となっています。
　今回、学んだことを生かして、働くための力をさらに伸ばしてほ
しいと思います。（進路支援部：富士原裕三）

■どんなことをしているの？
〇障がいの種類（身体・知的・精神）及び手帳の有無、年代に関わらず、障がいに関する様々な相談に応
じています。また、ご本人だけでなく、ご家族・関係機関等からの相談にも対応しています。
〇虐待防止や成年後見制度など、障がい者の権利擁護に関する研修会や講演会を開催しています。
〇「障がい」について広く知っていただくため、イベントなどで啓発活動を行っています。
〇手話奉仕員養成講座を開講しています。
〇障がいがある方々の交流活動支援を行っています。
〇虐待防止の相談、通報を受け付けています。
〇障がい福祉サービスの利用に必要な「サービス等利用計画」を作成しています。

■どんな相談があるの？
○子どもの発達のことで不安に思うことがある。　○福祉サービスを利用したい。
○将来の生活に不安を感じている。　など…

■どのように相談したらよいですか？
　センターへの来所やお電話での相談のほか、ご自宅へお伺いすることもできます。また、ファックス、
メールでも受付しています。なお、相談にかかる費用は無料ですので、お気軽にご相談ください。



２月末現在・（）内前月比
男 １,２６８ （－１）
女 １,４４９ （－２）
計 ２,７１７ （－３）
世帯数 １,３４８ （－１）

※「戸籍の窓」欄
への掲載の申し
込みは、各届出
時に税町民課戸
籍町民係へお申
し出ください。

以上の方々から愛別町社会福祉協議会に寄附がありました。

☆香典返しを廃して
　故　谷原　幸雄　様の葬儀に際して　　厚　　生　谷原　裕子　様
　故　山口サツキ　様の葬儀に際して　　南町３区　山口　芳一　様

 Although 「～であるが」
　他にも、「～だけれども」「～とはいえ」
などの意味があり、接続詞として使われ
ます。
（例）：Although illiterate, he was a 
great artist.
（彼は無学ではあるが偉大な芸術家で
あった。）

■おくやみ
行政区 死　亡　者 満年齢 死亡月日
中央２区 　舟　橋　正　守　さん ８８ ２月２６日
厚生 　谷　原　幸　雄　さん ８７ ２月２７日
南町３区 　山　口　サツキ　さん ９４ ３月１日

April is one of my favourite months. In the UK, usually spring has only just 

begun and the weather becomes much nicer. When I imagine April in Japan, 

I think of people saying goodbyes and starting their new adventures in life, 

both student and adults, under blue skies and showers of sakura petals. 

Although, the timing of the cherry blossoms seems to become earlier and earlier each year thanks to global 

warming, so perhaps they have already come and gone by the time you are reading this! It may happen more 

slowly for us in Hokkaido as we wait for all the snow to melt, but hanami is something I have always wanted to 

experience since a young age. It was always impossible for me as a student because the British school system 

means we still have classes during March and April. But now I feel so lucky and excited to have this opportunity 

to experience the Japanese spring! 

■うぶごえ
行政区 あかちゃん 誕生日 保護者

東町４区 谷　本　　律
りつ

　　くん ２月４日 拓斗さん・美恵さん

Although things have been hectic, and maybe even a bit scary this past month, I hope the coming of spring can 

lift everyone’s spirits! Let’s tackle the next month with a clear mind and optimism with the spring breeze pushing 

us on from behind!



■発行・編集
　愛別町総務企画課政策企画室
　広報統計係
　〒０７８-１４９２
　北海道上川郡愛別町字本町１７９番地
　☎０１６５８-６-５１１１（代表）
■印刷
　㈱總北海

□ホームページ
　http://www.town.aibetsu.hokkaido.jp/
□Ｅメール
　aibetsu@town.aibetsu.hokkaido.jp
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